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奈半利町ホームページ　http://www.town.nahari.kochi.jp/

人　口／ 人　口／ ３，６43３，６43人
　男　／ 　男　／ １，６61１，６61人
　女　／ 　女　／ １，９82１，９82人
世帯数／ 世帯数／ １，８02１，８02戸

人　口／／ ３，６４3人
　男　／／ １，６６1人
　女　／／ 1,982人
世帯数／／ １，802戸
（平成23年5月31日現在）（平成23年5月31日現在）（平成23年5月31日現在）
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話 題

　 米ケ岡農業体験
　 イベント
　 議会だより　ｖｏｌ．123
　 お知らせ
　 ヘルスメイト　ほか

米ケ岡での農業体験スタート！！米ケ岡での農業体験スタート！！米ケ岡での農業体験スタート！！米ケ岡での農業体験スタート！！米ケ岡での農業体験スタート！！



　6月3日（金）に小学5年生、10日（金）に中学1年生と日を分
けて、田植え体験をしました。
　昨年から、中学校は1年生が田植えから稲刈り・脱穀など行う
ようにしました。できるだけ稲作の工程作業により多くの１年
生が体験できるように変更しました。
　今年も、奈半利スクールサポーターで、地元地区の坂本年男
さん、下長田地区の弘田拓さんにボランティアで農業のサポー
ト役で来ていただき、米ケ岡の紹介や、苗の植え方の説明など
丁寧に教えてもらいました。生徒たちも終始真剣な顔つきで
話を聞いていました。作業の方も、手植え作業なのですが最後
までみんなで協力し、泥だらけになりながら小学校・中学校と
も自分たちの手で植えることができました。
　今後も地域の方やサポートしていただいた方々に感謝をし、
一生懸命お芋、お米を育てていきます。

　6月2日（木）に幼稚園児、7日（火）に小学
2年生と芋植えをしました。
　今年の芋植えは、前の日に雨が降ったこ
ともあり土が湿っていましたが、泥だらけに
なりながら「大きく、いっぱいな～れ」と一
生懸命お芋を植えることができました。
　その後、お弁当を食べて、生活体験学校
の前の池で、網を持ってメダカ、アメゴ、コ
イの観察をしました。

幼稚園
小学校
中学校

　米ヶ岡農業体験
　平成23年度、幼稚園・小学校・中学校の米ケ岡での農業体験が始まりました。
今年も、幼稚園と小学校2年生がお芋の農業体験、小学校5年生と中学校1年生
が稲作体験を行います。
　この米ケ岡農業体験を通して、子どもたちは農業についてどう思っているでし
ょうか？直接土に触れて、泥んこになって、汗を流して、野菜やお米を自分たちで
作り、収穫し、それを自分たちの口に入るまでの過程を学びます。収穫時、食べる
時の喜びを子どもたちに味わってもらいたいと思います。苦労の中でも楽しみな
がら、「農業って楽しい」と生徒が言える米ケ岡の農業体験です。
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■日米草の根交流サミットとは
中学校訪問
　７月１日に、日米草の根交流サミット高知大会で、奈半
利町内にホームステイされている参加者６人が中学校
を訪問し、３年生と英語の授業で交流を行いました。
　今回の訪問は、なはり浦の会が計画したもので、奈
半利町でホームステイをし、地域の伝統や文化体験を
中学生と一緒に行うことで、交流を深めることを目的
に行われました。
　授業開始時には、生徒たちはたいへん緊張していま
したが、参加者のユニークな自己紹介が始まると、すぐ
に緊張もほぐれ、英語で質問などをするようになりま
した。
　参加者の１人であるマシュー・カルブレース・ペリ
ーさんは「黒船来航」で有名なペリー提督の子孫であ
り、生徒たちがそのことを知ると、たいへん驚いた様子
でした。
　自己紹介の後、生徒と参加者は６つの班に分かれ、
自分たちで考えた質問を行うなど、英語を使って交流
を行いました。全ての班が大盛りあがりで、たいへん楽
しく有意義な一時を過ごすことができました。
　今回の体験交流は、大会参加者だけでなく、中学生
にとっても貴重なものとなりました。

６月３０日　　・奈半利町役場表敬訪問
 ・歓迎レセプション
７月１日　　　・奈半利町町並み散策
 ・保育園・幼稚園訪問
 ・田舎料理体験
 ・中学校訪問
 ・日本文化体験
７月２日 ・各ホームステイ先との交流
７月３日 ・クロージングセレモニー

残りの日程は次号でも掲載いたします。

日米草の根交流サミット高知大会
６月３０日～７月３日

第２１回

奈半利町にホームステイされた方 （々左から）
ハンダ・ジェラルディン・ハンナ、ハンダ・ジョン・カーク、マシュー・
カルブレース・ペリー、マクファーランド・アンナ・リネット、エデュ
ワード・シューマン、マイケル・アンソニー・ムーア

日程

　日米草の根交流サミットは、幕末の偉人である「ジ
ョン万次郎」が幼少の頃、土佐湾沖でしけに巻き込
まれて遭難した際に、アメリカ合衆国のホイットフィ
ールド捕鯨船船長に救出されたことをきっかけに、
日米で始まった初の草の根交流を記念したものであ
り、１９９１年の東京・京都大会を皮切りに、毎年、日
米相互に開催されています。
　今年は日本での開催の年であり、ジョン万次郎の
出身地である高知県で初めて開催されました。

★★

★
★
★
★

★★
★★★

中濱万次郎
（ジョン万次郎）

ウィリアム・Ｈ・
ホイットフィールド
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平成23年度高知県消防大会

　平成23年度高知県消防大会が、4月27日高知市において開催されました。
　当日は、県内の消防関係者が集い、当町からも松岡消防団長、宮地、土居副団長
が出席しました。
　大会では、消防防災に功労のあった消防機関および関係者に対し、各種の表彰が
行われました。

当町関係者に消防庁長官表彰、日本消防協会長表彰、　　
　　　　　　高知県知事表彰、高知県消防協会長表彰

　奈半利町消防団は、大正元年に私設消防団として団員32人で発足して
以来、昭和21年12月の南海大地震、昭和25年の東浜地区110戸を全焼し
た火災、昭和46年7月や平成11年8月の甚大な被害を受けた台風および集
中豪雨などの災害において、住民の避難誘導や救出、防災活動を果敢に
行うなど、被害の軽減に最大限の勇気と努力を払われてきました。こうし
た永年の功績が高く評価され、今回の受賞となりました。
　また、副団長である宮地誓氏は、昭和47年4月、消防団員に任命され
て以来、班長をはじめ分団長、副団長を歴任し、39年の長きわたり温厚
誠実にして終始私事を顧みることなく、常に第一線に立って奮闘し、災害
の防止、後進の育成等に努められ、その功績が今回の受賞となりました。

消防庁長官表彰　奈半利町消防団、副団長・宮地 誓氏

消防庁長官表彰（表彰旗）を受賞された奈半利町消防団

消防庁長官表彰（永年勤
続功労章）を受賞された
宮地誓副団長上記以外の表彰された方は、次のとおりです。

日本消防協会長表彰　　精積章　　　　　　　　　　　宮地誓氏
高知県知事表彰　　　　永年勤続功労章　　　　　　　田中英雄氏
同　上　　　　　　　　消防団員内助功労者感謝状　　田中美代さん（田中英雄氏の妻）
高知県消防協会長表彰　勤続章　　　　　　　　　　　宮地正氏、西野建志氏、吉田貴仁氏
同　上　　　　　　　　功績章　　　　　　　　　　　藤田尚徳氏、松岡健太氏、松村正一氏
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こうちシニアスポーツ交流大会２０１１出場!!
小松長雄さん　優勝

地域の安心・安全見守り活動に関する協定を締結しました 

　５月１９日（木）県立春野総合運動公園にて、こうちシニアスポーツ交流大会
2011が開催されました。奈半利町からは、全１７競技の中の一つ、グラウンド・ゴ
ルフに参加しました。中でも、グラウンド・ゴルフは競技人口が多く、県内総勢２４０
人の参加があり、奈半利町からは１３人が参加をし、熱戦を繰り広げました。
　大会ではなんと、奈半利町から出場していた小松長雄さん（平松）がその総勢
２４０人の頂点に立ちました。おめでとうございました。
　また、奈半利町体育会グラウンドゴルフ部は土曜日を除いて、毎日、緑地公園
にて午前8時30分頃から午前中に練習をしています。興味のある方、やってみた
いという方は、気軽に緑地公園へ来て体験してみてください。

奈半利小学校大運動会開催!
　５月３１日（火）奈半利小学校にて、大運動会が開催
されました。
　本来は、５月２９日に開催予定でしたが、台風の関
係等で５月３１日に延期開催しました。平日にもかかわ
らず、多くの保護者が駆けつけ大きな声援をいただ
きました。
　奈半利小学校では、通常１０月頃開催していました
が、今年度より５月開催ということで運動会を行いま
した。少ない練習時間の中、子どもたちががんばっ
て競技をしている姿に感動しました。

　このたび、奈半利町役場と土佐あき農業協同組合及び奈半利町民
生児童委員協議会では、誰もが住みなれた地域で安心して暮らし続
けることができるよう、平成２３年６月２９日に、地域の安心・安全見守
り活動に関する協定を締結しました。
　これは、地域に密着した土佐あき農業協同組合と、子どもたちの
登校時の交通安全活動などを行っている奈半利町民生児童委員協議
会の日常業務の中で、地域の住民の方に関し、何らかの異変を察知
した場合に、奈半利町役場へ速やかに連絡をいただくことにより、各
関係機関と連携して必要な対応を早急に行えるようにしたものです。

きれいなまちづくり運動　町内一斉清掃を実施！！
～ご協力ありがとうございました～
　７月３日、雨が心配されましたが、曇り空の下、予定通り町内一斉
清掃が実施されました。
　町内のあちこちでゴミ袋を持ってゴミを拾う人、公園内の樹木の
枝を剪定する人、道路沿いの草を刈り取る人、草を集める人、ほう
きで歩道を掃く人。たくさんの町民の皆さんが町をきれいにするた
めに頑張ってくれたおかげで町が大変きれいになりました。
　これからきれいになった奈半利町には様々なイベントが準備され
ている本格的な夏が訪れます。皆さん、ありがとうございました。
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町内美化活動を
行いました！！

町内美化活動を
行いました！！

　６月１２日（日）、天候が心配される曇り空の奈半利緑地公園にて、奈半利町長杯ソフトボール大会が開催
されました。
　今大会はＪＡ奈半利、東町、ポストマン（郵便局）、匠建設オールスターズ、奈半利町役場の５チームに
よるトーナメント戦で争われ、出揃ったチームは例年どおりの顔ぶれで、お互いの手の内を知り尽くした上
での戦いが今回の見所となりました。
　１回戦のＪＡ奈半利ＶＳ奈半利町役場では、前年度準優勝の奈半利町役場に対してＪＡ奈半利が初回から勢
いで押し続けて大差で勝利し準決勝進出、２回戦の匠建設オールスターズＶＳポストマンでは接戦の末、ポ
ストマンが落ち着いた試合運びを見せて勝利を収め決勝進出を決めました。
　同じく２回戦、１回戦シードだった前年度優勝の東町が登場、初回から猛攻撃で大量得点でしたが、初戦
の勢いそのままのＪＡ奈半利も一歩も引かずにゲームは後半、やはり東町の勢いが勝り見事ＪＡを抑え決勝
に進出しました。
　しかし、１回戦中盤から降り出してどのチームよりも勢いをつけた雨は、決勝前にどしゃ降りへと変わり、
決勝戦と３位決定戦はあえなく中止となりました。
　これにより、決勝に進出したポストマンと東町の同時優勝、ＪＡ奈半利と匠建設オールスターズの同時３位
という形で今大会は幕を閉じました。
　雨の中での試合となりましたが、選手のみなさ
んの熱いプレーと応援が印象的でした。皆さんお
疲れさまでした。

奈半利町長杯
ソフトボール

大会開催

奈半利町長杯
ソフトボール

大会開催

奈半利町長杯
ソフトボール

大会開催

奈半利町長杯
ソフトボール

大会開催

奈半利町長杯
ソフトボール

大会開催

大会結果は次の通りです。
☆優　勝　ポストマン、東町
☆第３位　ＪＡ奈半利、匠建設

ン ト
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町内美化活動を
行いました

町内美化活動を
行いました！！

町内美化活動を
行いました

町内美化活動を
行いました！！

町内美化活動を
行いました！！

　７月３日（日）、午後８時から奈半利町
内の住民の皆さんや、各団体（婦人会・
老人クラブなど）と中学生が、一緒に
なって清掃活動を行いました。

　この活動は毎年この時期に行われて
おり、元は中学校の体育大会が近づく
と、老人クラブの方々が早朝に清掃をし
てくれていたのを、中学校側が「清掃を
通じて地域との世代間交流が図れれ
ば」と中学生も参加して行われたのが
きっかけです。

　清掃活動には全校生徒が参加し、鮎の瀬
公園、中学校前の国道花壇、緑地公園（ゴリ
ラ公園）、奈半利駅周辺、法恩寺児童公園
（石の公園）、みんなのおうちなどに別れ、地
域の方々と草刈り、木々の剪定、ごみ拾い、
みぞ掃除などを行いながら地域との交流を
深めました。生徒たちは剪定された枝を短
く切ってごみ袋に入れやすくしたり、お年寄
りの掃く枝葉を箕（さらえ）で受けたりと、清
掃活動に汗を流しました。

　中学校では、今後も学校行事
などを通じて生徒と地域の人た
ちとの交流を深める取り組みを
行っていきたいと考えています。

奈半利町長杯
ソフトボール

大会開催

奈半利町長杯
ソフトボール

大会開催
イ ベ
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イ ベ ン ト

加領郷小・奈半
利小交流学習

加領郷小・奈半
利小交流学習

加領郷小・奈半
利小交流学習

加領郷小・奈半
利小交流学習

加領郷小・奈半
利小交流学習

　７月１日（金）～２日（土）、１泊２日にかけて、小学３年生が米
ケ岡生活体験学校で、学Ｐ主催の宿泊訓練を行いました。初
めて、住み慣れた家を離れ、保護者のお手伝いを受けながら
の自炊生活…かまどでの飯炊きや食事を作ったり、まきでお
風呂を焚いたりと初めての作業ばかりでしたが、みんなで協

力し、考えながら
体験しました。
　親元を離れて初めての宿泊では、泣く児童もいましたが、みん
な帰ることなく朝を迎えることができました。
　最終日では、イタリア食堂トンノの松岡俊さんを講師として招
き、ピザ焼教室を行い、楽しく生地をのばしたり、トッピングを
してみんなでピザを食べました。

　　　　　　　　みなさんお疲れさまでした。

奈半利小学校３年生学
Ｐ行事『通学合宿』開

催
奈半利小学校３年生学

Ｐ行事『通学合宿』開
催

奈半利小学校３年生学
Ｐ行事『通学合宿』開

催
奈半利小学校３年生学

Ｐ行事『通学合宿』開
催

奈半利小学校３年生学
Ｐ行事『通学合宿』開

催

　６月１７日（金）、加領郷小・奈半利小の３・
４年生が、年に１回の交流学習を行いまし
た。加領郷小・奈半利小の児童が、自然と
親しみながらみんなと協力し、楽しく交流す
る場を設けることを目的に、各学年、授業
の一環として行っています。
　今回の３・４年生の交流では、羽根岬の
磯で、磯遊びを行いました。当日は、天候
が悪く中止かと思われましたが、なんとか磯
遊びをしながら交流することができ、児童たちにとって楽しい１日となりました。
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会
館
屋
外
階
段
・
手
す
り
取

り
付
け
工
事
費 

１
４
７
万
円

・
防
災
倉
庫
建
築
工
事
費

 

５
１
５
万
円

・
津
波
浸
水
域
標
示
看
板
設
置
工
事

費 

　

万
円

５０

・
町
道
大
原
・
西
ノ
平
線
測
量
設
計

用
地
調
査
委
託
料１

、
８
５
０
万
円

　

補
正
額
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
５
、
４
８
６

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ　

億
２
、
６
８
６
万
円
と
定
め
る

２４

も
の
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
庫
支
出

金
１
、
１
７
０
万
円
、
県
支
出
金
１
、

９
７
３
万
円
、
繰
入
金
６
６
３
万

円
、
繰
越
金
８
２
９
万
円
、
町
債
８

０
０
万
円
を
追
加
す
る
も
の
。

　

歳
出
で
は
、
民
生
費
８
３
８
万

円
、
衛
生
費
１
０
５
万
円
、
総
務
費

３
８
９
万
円
、
農
林
水
産
業
費
１
、

５
７
３
万
円
、
土
木
費
１
、
９
０
３

万
円
、
教
育
費
１
、
９
３
６
万
円
を

追
加
す
る
も
の
。

VOL.123
▲災害時・物資輸送の拠点となる奈半利港

防災対策の充実・強化など

一般会計に5,486万円を追加

●第２回（６月）定例会

6月補正予算の概要　
　　　　　　　（単位：万円）

採決結果補正後の額補正額補　正会　計　別

賛成者全員24億2695,486１号一般会計
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◆
報
告
事
項

　
○
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
か
ら
翌
年

２２

度
に
繰
り
越
し
た
繰
越
明
許
費
繰
越

額
は
、
１
億
４
、
５
４
５
万
円
で
あ

る
。

　

主
な
繰
り
越
し
事
業
は
、
町
民
会

館
耐
震
補
強
及
び
改
修
工
事
３
、
９

９
４
万
円
、
施
設
園
芸
用
井
戸
設
置

事
業
２
０
０
万
円
、
農
業
用
水
路
樋

門
設
置
工
事
２
、
３
０
０
万
円
、
米

ケ
岡
水
路
改
修
工
事
１
９
１
万
円
、

町
営
住
宅
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
工
事

７
７
６
万
円
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
整

備
事
業
３
、
３
０
０
万
円
、
公
共
施

設
耐
震
改
修
実
施
設
計
工
事
６
８
１

万
円
、
奈
半
利
小
学
校
給
水
管
改
修

工
事
３
２
０
万
円
、
農
林
施
設
災
害

復
旧
事
業
４
５
０
万
円
等
で
あ
る
。

　
○
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書

　　

平
成　

年
度
一
般
会
計
か
ら
翌
年

２２

度
に
繰
り
越
し
た
事
故
繰
越
し
繰
越

額
は
、
９
億
１
、
３
６
０
万
円
で
あ

る
。

　

こ
れ
は
、
地
域
情
報
通
信
基
盤
整

備
事
業
が
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う

資
材
の
入
手
困
難
に
よ
り
、
平
成　
２２

年
度
内
に
事
業
完
了
を
す
る
こ
と
が

困
難
と
な
っ
た
た
め
事
故
繰
越
し
し

た
も
の
。

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

奈
半
利
港
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
奈

半
利
町
漁
業
共
同
利
用
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

１　

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ

る
施
設
の
名
称
及
び
位
置

・
名
称　

奈
半
利
町
共
同
集
荷
貯
蔵

施
設
（
事
務
所
含
む
）
他

・
位
置　

奈
半
利
漁
港
区

２　

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　

奈
半
利
町
乙
８
８
３
番
地　
６９

　

奈
半
利
町
漁
業
協
同
組
合

　
　

代
表
理
事
組
合
長　

木
下　

清

３　

指
定
期
間

　

平
成　

年
７
月
１
日
か
ら

２３

　

平
成　

年
６
月　

日

２８

３０

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

奈
半
利
町
農
業
共
同
作
業
所
及
び
農

機
具
保
管
庫
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

１　

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ

る
施
設
の
名
称
及
び
位
置

・
名
称　

奈
半
利
町
農
業
共
同
作
業

所
他

・
位
置　

奈
半
利
町
乙
１
９
０
７
番

地
他

２　

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　

安
芸
市
幸
町
１
番　

号
１６

　

土
佐
あ
き
農
業
協
同
組
合

　
　

代
表
理
事
組
合
長　

窪
田　

勲

３　

指
定
期
間

　

平
成　

年
７
月
１
日
か
ら

２３

　

平
成　

年
６
月　

日

２８

３０

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

奈
半
利
町
活
餌
運
搬
船
及
び
活
餌
蓄

用
小
割
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

１　

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ

る
施
設
の
名
称
及
び
位
置

・
名
称　

奈
半
利
町
活
餌
運
搬
船

及
び
活
餌
畜
用
小
割

・
位
置　

加
領
郷
漁
港
区

２　

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　

高
知
市
横
浜
１
８
１
４
番
地
１

　

高
知
県
漁
業
協
同
組
合

　
　

代
表
理
事
組
合
長　

明
神　

努

３　

指
定
期
間

　

平
成　

年
７
月
１
日
か
ら

２３

　

平
成　

年
６
月　

日

２５

３０

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

大
原
・
西
ノ
平
地
区
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て１　

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ

る
施
設
の
名
称
及
び
位
置

・
名
称　

大
原
・
西
ノ
平
地
区
生
活

改
善
セ
ン
タ
ー

・
位
置　

奈
半
利
町
甲
８
２
９
番
地

４

▲屋上への避難階段設置計画のある奈半利小学校
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２　

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　

奈
半
利
町
甲
３
１
９
番
地

　

大
原
・
西
ノ
平
農
業
改
善
組
合

　
　

組
合
長　

岡
田　

昌
昭

３　

指
定
期
間

　

平
成　

年
７
月
１
日
か
ら

２３

　

平
成　

年
６
月　

日

２８

３０

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

 
◆
条
例
の
改
正

○
奈
半
利
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

こ
の
条
例
は
、
地
方
税
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成　

年
法
律

２３

第　

号
）
が
平
成　

年
４
月　

日
に

３５

２３

２７

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ

り
、
公
の
施
設
の
設
置
目
的

を
効
果
的
に
達
成
す
る
た
め

に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
地
方
公
共
団
体
が
指

定
す
る
も
の
に
施
設
の
管
理

を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
制
度
。

刈

侃

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

※
指
定
管
理
者
制
度
と
は

公
布
さ
れ
た
こ
と
等
に
伴
い
奈
半
利

町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
。

　

主
な
内
容
は
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
者
等
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
個
人
住
民
税
に
係
る
特
例
措
置

並
び
に
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
を

講
ず
る
た
め
の
改
正
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

　

◆
意
見
書

○
安
全
性
の
未
確
立
な
原
発
依
存
か

ら
エ
ル
ギ
ー
政
策
の
抜
本
的
見
直

し
を
求
め
る
意
見
書

　
　

提
出
者　

大
西　

洋
三
議
員

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

 
○
調
査
事
件

（
１
）津
波
避
難
タ
ワ
ー

に
つ
い
て

（
２
）
所
管
施
設
の
視
察

に
つ
い
て

（
３
）そ
の
他　

津
波
避

難
対
策
推
進
事
業

に
つ
い
て

（
１
）津
波
避
難
タ
ワ
ー

　

防
災
担
当
課
か
ら
資

料
に
基
づ
き
説
明
を
受

け
た
。

①
平
成　

年
度
に
県
へ

２２

申
請
し
採
択
に
な
っ

た
避
難
タ
ワ
ー
設
置

事
業
（
１
基
）
に
つ

い
て
、
平
成　

年
度

２３

に
繰
越
事
業
と
し
て

取
り
組
む
。

　

総
務
民
生
常
任
委
員
会

　
　

（
６
月　

日
）

１０

②
申
請
に
お
け
る
設
置
場
所
は
福
祉

セ
ン
タ
ー
周
辺
を
考
え
て
い
た

が
、
長
谷
川
や
東
川
な
ど
が
あ
り

危
険
で
、
防
潮
堤
の
北
が
低
い
の

で
港
か
ら
の
水
の
逃
げ
場
が
無

い
。
地
域
の
実
情
か
ら
浜
辺
神
社

▲小学3年生が役場で社会学習（議場）

　　襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

▲津波ハザードマップ（八幡様前）
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南
の
児
童
公
園
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

③
今
後
、
設
置
す
る
箇
所
は
、
策
定

予
定
の
町
津
波
避
難
計
画
を
参
考

に
す
る
。

④
津
波
避
難
タ
ワ
ー
施
設
は
、
鉄
骨

構
造
又
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
に
す
る
の
か
、
階
段
に
加
え
ス

ロ
ー
プ
を
設
置
す
る
是
非
も
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑤
避
難
路
の
整
備
、
橋
の
強
度
な
ど

全
体
的
な
避
難
計
画
を
早
急
に
立

て
る
必
要
が
あ
る
。

⑥
地
震
・
津
波
対
策
に
つ
い
て
は
、

自
主
防
災
組
織
な
ど
も
含
め
て
地

域
の
中
で
議
論
す
る
こ
と
が
大
切

な
こ
と
で
、
実
効
性
の
あ
る
計
画

が
必
要
で
あ
る
。

（
２
）所
管
施
設
の
視
察

　

高
齢
者
介
護
予
防
事
業
の
「
い
き

い
き
百
歳
体
操
」
を
実
施
し
て
い
る

六
本
松
集
会
所
で
、
楽
し
く
触
れ
合

い
な
が
ら
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
高
齢
者
の
状
況

を
視
察
、
ま
た
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
愛
光
園
」
で
は
、
園
長
か

ら
入
所
者
の
視
点
に
立
っ
た
介
護
の

取
り
組
み
等
の
説
明
を
受
け
る
な

ど
、
介
護
現
場
を
視
察
し
た
。

（
３
）そ
の
他

津
波
避
難
対
策
推
進
事
業
に
つ
い
て

　

本
年
度
に
取
り
組
む
「
津
波
避
難

対
策
推
進
事
業
」
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

　

事
業
計
画
の
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

①
町
民
会
館
避
難
用
階
段
（
３
階
か

ら
屋
上
へ
）
設
置
工
事
及
び
屋
上

転
落
防
止
用
フ
ェ
ン
ス
設
置
工
事

（
高
さ
１
・
１
ｍ
）

②
奈
半
利
中
学
校
屋
上
倉
庫
改
修
工

事
③
奈
半
利
小
学
校
避
難
用
屋
内
階
段

設
置
工
事
（
３
階
か
ら
屋
上
へ
）

　

〃　

屋
外
階
段
設
置
工
事
（
３
階

か
ら
屋
上
へ
）

〃　

屋
上
転
落
防
止
用
フ
ェ
ン
ス

設
置
工
事
（
高
さ
１
・
１
ｍ
）

 
○
調
査
事
件

（
１
）地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

（
２
）
平
成　

年
度
奈
半
利
町
観
光
資

２３

源
開
発
事
業

（
３
）そ
の
他

○
経　

過

　

委
員
会
の
所
管
す
る
地
域
振
興
課

か
ら
調
査
事
件
の
経
過
等
を
資
料
に

よ
り
説
明
を
受
け
た
。

○
ま
と
め

（
１
）
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

①
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
を

活
用
し
、
奈
半
利
町
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
推
進
す
る
た
め
、
奈
半
利

町
地
域
活
性
化
補
助
金
交
付
要
綱

の
制
定
と
奈
半
利
町
地
域
活
性
化

　

地
域
振
興
常
任
委
員
会

　
　

（
５
月　

日
）

２０

協
議
会
を
設
立
す
る
。

②
こ
の
事
業
は
、
過
疎
対
策
債
の
ソ

フ
ト
事
業
と
し
て
取
り
組
む
事
業

で
あ
る
。

③
奈
半
利
町
地
域
活
性
化
補
助
金
交

付
要
綱
は
、
地
域
住
民
団
体
等
が

地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
実
施
す

る
事
業
等
に
幅
広
く
活
用
す
る
経

費
に
つ
い
て
予
算
の
範
囲
内
で
補

助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
、
人
材

育
成
事
業
、
伝
統
文
化
継
承
事

業
、
地
域
間
交
流
事
業
、
産
業
振

興
事
業
な
ど
が
対
象
事
業
、
補
助

限
度
額
は　

万
円
、
補
助
率
は
対

５０

象
経
費
の　

分
の　

で
あ
る
。

１０

１０

④
奈
半
利
町
地
域
活
性
化
協
議
会

は
、
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
促

進
を
図
る
目
的
で
設
立
す
る
も
の

で
、
委
員
は　

人
程
度
を
予
定

１０

し
、
各
分
野
で
積
極
的
に
活
動
し

て
い
る
方
を
中
心
に
早
急
に
設
立

に
向
け
て
取
り
組
む
。

（
２
）平
成　

年
度
奈
半
利
町
観
光
資

２３

源
開
発
事
業

①
高
知
県
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
特
例

基
金
事
業
を
活
用
し
て
、
奈
半
利

町
観
光
資
源
開
発
事
業
を
実
施
す

る
。

②
事
業
目
的
は
、
高
知
県
東
部
の
新

た
な
観
光
事
業
開
発
と
し
て
、
海

▲いきいき百歳体操で介護予防と仲間づくり（六本松集会所）
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況
の
調
査
及
び
ガ
イ
ド
研
修
、
体

験
モ
ニ
タ
ー
等
の
実
施
を
行
い
実

現
の
可
能
性
を
調
査
す
る
も
の
。

　

事
業
実
施
期
間
は
、
平
成　

年
６

２３

月
か
ら　

月
を
予
定
。

１１

③
事
業
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

よ
る
委
託
を
予
定
。

④
事
業
内
容
は
、
海
況
調
査
、
ガ
イ

ド
育
成
、
船
舶
改
造
、
モ
ニ
タ
ー

実
施
等
で
あ
る
。

（
３
）そ
の
他

①
加
領
郷
御
大
師
様
の
民
家
の
近
く

で
水
が
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
、
宇

川
入
り
口
の
山
崩
れ
、
横
町
住
宅

地
内
道
路
の
整
備
協
議
の
調
査
を

執
行
部
に
依
頼
し
た
。

 
○
調
査
事
件

（
１
）主
要
工
事
の
実
施
状
況
及
び
町

道
の
状
況
に
つ
い
て

（
２
）所
管
施
設
等
現
地
視
察

　
○
経　

過

　

委
員
会
の
所
管
す
る
地
域
振
興
課

か
ら
調
査
事
件
の
概
要
説
明
を
受
け

た
後
、
現
地
視
察
、
そ
の
後
、
主
要

工
事
の
実
施
状
況
及
び
町
道
の
状
況

に
つ
い
て
調
査
し
た
。

○
ま
と
め

（
現
地
視
察
の
実
施
場
所
）

①
奈
半
利
堰
（
北
川
村
野
友
）
用
水

取
水
口

②
平
成　

年
度
実
施
の
車
瀬
水
路
バ

１８

イ
パ
ス

③
平
成　

年
度
繰
越
事
業
農
業
用
水

２１

　

地
域
振
興
常
任
委
員
会

　
　

（
６
月　

日
）

１０

路
樋
門

④
ほ
場
整
備
事
業
（
本
村
部
地
区
・
芝

崎
地
区
・
須
川
、
久
礼
岩
地
区
）

⑤
平
成　

年
度
ふ
る
さ
と
海
岸
整
備

２１

工
事
（
カ
ラ
ー
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
張

芝
・
側
溝
蓋
・
東
屋
）

⑥
町
道
須
川
久
礼
岩
線
改
良
予
定
地

⑦
町
道
大
原
西
ノ
平
線
の
現
況

（
協
議
内
容
）

①
車
瀬
バ
イ
パ
ス
の
冠
水
対
策
と
し

て
の
効
果
や
農
業
用
水
路
樋
門
設

置
に
よ
る
農
家
に
対
す
る
用
水
対

策
の
効
果
に
は
大
き
い
も
の
が
あ

る
。

②
ふ
る
さ
と
海
岸
を
活
用
し
地
域
の

活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
議
員
も

様
々
な
体
験
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。

③
中
山
間
地
域
に
お
け
る
飲
料
水
な

ど
水
の
課
題
が
あ
り
、
今
後
は
、

救
急
・
消
防
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
整
備
と
し
て
、
道
の
改
良
に
交

付
金
や
基
金
を
活
用
す
る
。

▲農業用水路樋門設置状況の視察（中里地区）

議会を傍聴してみませんか？
あなたの傍聴が議会を活性化しますあなたの傍聴が議会を活性化しますあなたの傍聴が議会を活性化します
次の定例議会は9月中旬です
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○
平
成　

年
度
一
般
会
計
及
び

２２

特
別
会
計
の
決
算
見
込
み

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

２２

会
計
の
収
支
の
見
込
み
は
、一
般
会

計
で
は
、歳
入
総
額　

億
３
、３
４
６

２９

万
円
、歳
出
総
額　

億
１
、４
７
６
万

２８

円
で
、翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財

源
６
、２
１
９
万
円
を
差
し
引
き
、実

質
収
支
額
は
５
、５
６
１
万
円
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
で

は
、
歳
入
総
額
５
億
５
、
６
３
２
万

円
、
歳
出
総
額
５
億
４
、
３
２
９
万

円
で
、
実
質
収
支
額
は
１
、
３
０
３

万
円
。

　

老
人
保
健
特
別
会
計
で
は
、
歳
入

総
額
２
３
５
万
円
、
歳
出
総
額
２
３

５
万
円
で
、
実
質
収
支
額
は
０
円
。

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、

歳
入
総
額
５
、
６
３
１
万
円
、
歳
出

総
額
５
、
４
１
３
万
円
で
、
実
質
収

支
額
は
２
１
８
万
円
。

　

漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
で

は
、
歳
入
総
額
１
、
０
４
４
万
円
、

歳
出
総
額
９
５
２
万
円
で
、
実
質
収

支
額　

万
円
。

９２

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
で
は
、
歳
入
総
額
４
、
８
７
９
万

円
、
歳
出
総
額
４
、
８
５
０
万
円
で
、

実
質
収
支
額
は　

万
円
と
な
る
見
込

２８

み
で
あ
る
。

○
住
民
懇
談
会
の
開
催

　

５
月
６
日
か
ら
５
月　

日
ま
で
の

３０

約
１
カ
月
間
、
町
内　

カ
所
の
集
会

１４

所
等
で
、
今
後
の
町
づ
く
り
や
住
民

と
の
協
働
に
よ
る
行
政
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
住
民
懇
談
会
を
開

催
し
た
。

　

住
民
の
参
加
者
は
延
べ
２
０
６
人

あ
り
、懇
談
内
容
は
、執
行
部
か
ら
町

の
財
政
状
況
や
南
海
地
震
対
策
、特

定
健
診
受
診
の
お
願
い
、地
域
活
性

化
臨
時
交
付
金
に
お
け
る
事
業
の
取

り
組
み
状
況
、農
業
者
個
別
所
得
補

償
制
度
の
概
要
、町
民
会
館
の
耐
震

補
強
・
改
修
計
画
な
ど
の
行
政
情
報

を
提
供
し
た
後
、住
民
か
ら
の
意
見

や
要
望
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

幅
広
い
分
野
で
提
案
さ
れ
た
多
く

の
意
見
等
は
、
十
分
検
討
し
、
今
後

の
行
政
に
活
か
し
て
い
く
。

○
地
域
子
育
て
創
生
事
業　

　

平
成　

年
度
地
域
子
育
て
創
生
事

２２

業
遊
具
整
備
工
事
は
、
地
域
の
子
ど

も
の
遊
び
の
見
守
り
活
動
や
世
代
間

の
交
流
を
行
い
、
地
域
で
の
子
育
て

活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
工
事
費
１
、
７
４
３
万
円
で
施

工
、
３
月　

日
に
完
成
し
た
。

３０

　

遊
具
を
設
置
し
た
「
奈
半
利
港
緑

地
公
園
」
と
「
六
本
松
児
童
遊
園
地
」

で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
遊
ん

で
い
る
姿
が
見
ら
れ
、
今
後
、
幼
稚

園
の
園
外
活
動
や
地
域
の
子
育
て
支

援
な
ど
に
広
く
活
用
さ
れ
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
る
。

○
中
芸
広
域
連
合
の
取
り
組
み

（
１
）
消　

防　

　

管
内
に
お
け
る
平
成　

年
度
の
火

２２

災
発
生
件
数
は
、
５
件
（
奈
半
利
町

２
件
、
田
野
町
１
件
、
安
田
町
１
件
、

馬
路
村
１
件
）
で
、
前
年
度
に
比
べ

４
件
の
増
加
、
１
人
の
方
が
犠
牲
と

な
っ
た
が
、
本
年
度
は
５
月
末
現
在

で
の
発
生
は
な
い
。
ま
た
、
本
年
６

月
か
ら
は
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

の
設
置
が
義
務
化

と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
消
防
団
員
や

女
性
防
火
ク
ラ

ブ
、
自
主
防
災
組

織
な
ど
の
協
力
を

得
な
が
ら
全
世
帯

へ
の
設
置
を
図
る

と
と
も
に
「
火
災

ゼ
ロ
」
を
目
指
し
、

消
防
職
員
、
団
員

が
協
力
し
な
が
ら

火
災
の
予
防
に
努

め
て
い
く
。

　

救
急
出
動
に
つ

い
て
は
、
平
成　
２２

年
度
は
猛
暑
の
影

響
も
あ
り
、
急
病

者
が
増
加
し
、
出

●要旨

○平成２２年度一般会計及び特別会計の決算見込み

○住民懇談会の開催

○地域子育て創生事業

○中芸広域連合の取り組み　

▲奈半利港緑地公園に設置された遊具
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動
件
数
７
４
５
件
、
搬
送
傷
病
者
７

１
４
人
と
、
前
年
度
対
比
で
は
件
数

で　

件
、
搬
送
者
で　

人
の
増
加
と

８０

７４

な
っ
て
い
る
。ま
た
、
過
疎
・
高
齢
化

の
進
行
に
よ
り
、
出
動
回
数
も
年
々

増
加
し
て
お
り
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
１
人
の
隊
員
が
救
急
救
命
士
の

研
修
を
受
け
、
本
年
４
月
に
国
家
試

験
に
合
格
し
、
現
在
、
救
命
士
は　
１２

人
体
制
で
あ
る
。

　

ま
た
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

消
防
庁
舎
の
建
設
は
、
建
設
用
地
の

見
込
み
が
立
っ
た
こ
と
か
ら
、
順

次
、
事
務
作
業
を
進
め
、
適
時
、
予

算
化
や
報
告
等
を
行
い
な
が
ら
、
早

期
の
消
防
庁
舎
建
設
に
向
け
て
努
力

し
て
い
く
。

（
２
）
介
護
保
険

　

介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て
は
「
第

４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
基
本

理
念
の
も
と
、
予
防
か
ら
介
護
ま
で

の
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
取
り
組

み
、
平
成　

年
度
の
介
護
給
付
費
実

２２

績
は　

億
３
、
３
８
１
万
円
で
、
予

１２

算
見
込
み
に
対
し
、
５
、
０
２
２
万

円
の
減
、
平
成　

年
度
対
比
で
も

２１

１
、
９
０
５
万
円
の
減
と
す
る
こ
と

が
で
き
た
が
、
こ
の
主
た
る
要
因
は

施
設
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
が
減
少
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
要
介
護
認
定
者
は
月
平
均

７
９
３
人
で
推
移
し
、
本
年
３
月
末

の
認
定
者
数
は
７
９
４
人
と
な
っ
て

い
る
。

　

一
方
、
事
業
の
主
要
財
源
と
な
る

介
護
保
険
料
は
、
現
年
度
分
が　

・
９８

９
％
、
滞
納
繰
越
分
が
７
・
０
％
の

収
納
実
績
で
あ
る
。

（
３
）
火
葬
場

　

火
葬
場
業
務
は
、
中
芸
広
域
火
葬

場
の
供
用
開
始
以
来
、
管
内
、
管
外

か
ら
多
く
の
利
用
が
あ
り
、
平
成　
２２

年
度
の
火
葬
実
績
は
２
７
２
件
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
管
内

が
２
２
２
件
（
奈
半
利
町　

件
、
田

７２

野
町　

件
、
安
田
町　

件
、
北
川
村

５６

５０

　

件
、
馬
路
村　

件
）、
管
外
が　

件

３１

１３

５０

で
、
約
２
割
が
管
外
か
ら
の
利
用
と

な
っ
て
い
る
。

　

本
年
度
は
、
５
月
末
現
在
で
、
管

内　

件
、
管
外
４
件
、
合
計　

件
の

４４

４８

火
葬
を
行
っ
て
い
る
。

（
４
）
保
健
福
祉

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
保
健
活
動

支
援
と
し
て
、
国
・
県
か
ら
の
派
遣

協
力
要
請
を
受
け
、
５
月
ま
で
に
３

名
の
保
健
師
を
派
遣
し
、
更
に
６
月

末
に
１
人
を
派
遣
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
今
回
の
支
援
活
動
を
今
後
の

南
海
地
震
対
策
に
も
活
か
し
て
い
き

た
い
。

　

本
年
度
の
事
業
活
動
は
、
母
子
保

健
事
業
で
は
、
発
達
に
課
題
の
あ
る

乳
幼
児
や
子
育
て
に
不
安
を
感
じ
て

い
る
保
護
者
の
増
加
が
み
ら
れ
、
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
協
力
を
得
て
、
相
談
や
遊
び
の

指
導
教
室
の
開
催
や
各
保
育
所
・
幼

稚
園
に
出
向
き
、
現
場
の
保
育
士
と

一
緒
に
子
ど
も
の
育
ち
を
応
援
す
る

巡
回
相
談
の
実
施
な
ど
、
日
頃
の
心

配
事
や
個
別
の
相
談
を
受
け
な
が
ら

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
相

談
支
援
体
制
の
強
化
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
る
。

　

健
康
増
進
、
健
康
づ
く
り
事
業
の

が
ん
検
診
は
、
各
町
村
で
の
特
定
健

診
と
の
同
時
実
施
や
受
診
啓
発
の
取

り
組
み
等
に
よ
り
平
成　

年
度
は
若

２２

干
の
受
診
者
増
と
な
っ
て
い
る
が
、

更
に　

～　

歳
代
の
働
き
盛
り
年
代

４０

５０

へ
の
受
診
促
進
を
図
る
た
め
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
県
の
受
診
促
進
事
業

費
補
助
金
を
活
用
し
て
、
健
診
の
個

別
勧
奨
を
主
体
に
受
診
啓
発
事
業
を

進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
か
ら
実
施
し

２１

て
い
る
「
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推

進
事
業
」
を
継
続
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
、
併
せ
て
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
に
着
目
し
健
康
づ
く
り
意
識
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
を

安
芸
福
祉
保
健
所
と
協
働
し
て
進
め

て
い
る
。

　

障
害
者
保
健
福
祉
業
務
で
は
、
昨

年
度
に
立
ち
上
げ
た
自
立
支
援
協
議

会
に
相
談
支
援
部
会
を
設
置
し
、
子

ど
も
支
援
部
会
、
相
談
支
援
体
制
の

充
実
を
図
る
た
め
の
、
具
体
的
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
、
平
成　

年
度

２４

か
ら
の
障
害
者
施
策
の
整
備
目
標
と

な
る
「
第
３
期
障
害
福
祉
計
画
」
の

策
定
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
面
接
聞

き
取
り
等
に
よ
り
把
握
し
て
い
る
障

害
者
の
実
態
調
査
を
基
に
、
地
域
全

体
を
包
括
し
た
計
画
と
な
る
よ
う
策

定
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

高
齢
者
保
健
福
祉
で
は
、
あ
っ
た

か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
や
パ

ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
、
介
護
予
防
事
業
の

評
価
な
ど
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
た
活
動
を
進
め
て
い
る
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
か
ら
各
町
村

２１

で
取
り
組
ん
で
い
る
「
あ
っ
た
か
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
」
は
、
本
年

度
で
現
在
の
補
助
事
業
が
終
了
す
る

こ
と
か
ら
、
平
成　

年
度
か
ら
の
活

２４

動
方
針
や
体
制
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
方
向
性
な
ど
の
協
議
を
進
め
て
い

る
。

（
５
）
観
光
業
務

　

広
域
的
な
観
光
業
務
は
、
旧
魚
梁

瀬
森
林
鉄
道
遺
産
が
国
の
重
要
文
化

財
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
を
契
機

に
、
旅
行
業
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

や
ツ
ア
ー
旅
行
の
催
行
が
急
増
し
て

お
り
、
昨
年
度
、
県
の
緊
急
雇
用
創

出
事
業
を
活
用
し
て
、
対
応
窓
口
の

一
元
化
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
努
め

た
が
、
本
年
度
も
引
き
続
き
、
県
の

基
金
事
業
を
活
用
し
て
、
他
の
観
光

資
源
と
の
組
み
合
わ
せ
や
魅
力
あ
る

観
光
商
品
の
企
画
な
ど
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
地
域
全
体
を
一
つ
の

観
光
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
さ
せ
た

い
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
森
林
鉄
道
が

開
通
１
０
０
周
年
と
な
る
こ
と
か

ら
、
記
念
講
演
の
開
催
や
旅
行
者
に

向
け
て
の
商
品
開
発
な
ど
、
全
国
へ

情
報
発
信
を
す
べ
く
、
記
念
事
業
実

行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
様
々
な
事

業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

広
域
連
合
と
し
て
も
、
こ
う
し
た

地
域
住
民
の
観
光
へ
の
意
識
の
高
ま

り
を
逃
す
こ
と
な
く
、
関
係
機
関
、

団
体
と
の
一
層
の
連
携
を
図
り
、
地

域
の
活
性
化
や
雇
用
の
創
出
に
向
け

た
広
域
観
光
の
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
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防
災
対
策
の
見
直
し
を
問
う

　
　

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
カ
月
が
過

ぎ
、
死
者
１
５
、
４
２
１
人
、
行
方

不
明
者
７
、
９
３
７
人
が
６
月　

日
１２

の
国
の
発
表
で
分
か
っ
た
。

　

本
県
も
、
南
海
地
震
が
近
い
将
来

発
生
す
る
と
中
央
防
災
会
議
が
発
表

し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
想
定
さ
れ
る
津

波
で
、
県
内
の
１
６
０
余
り
の
幼
稚

園
、
保
育
所
、
学
校
が
浸
水
予
測
区

域
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
県
教
委

の
集
計
で
分
か
っ
た
。

　

奈
半
利
町
は
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、

小
学
校
、
中
学
校
の
４
つ
が
予
測
区

域
に
入
っ
て
い
る
が
、
地
震
に
よ
る

死
者
は
、　

％
が
津
波
に
よ
る
と
高

９２

知
大
学
岡
村
教
授
が
防
災
対
策
会
議

南
海
地
震
津
波
対
策

を
問
う中

川　

和
明　

議
員

で
発
表
し
て
お
り
、
当
町
の
波
の
高

さ
や
到
達
時
間
の
予
測
は
ど
う
か
、

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
生
命
を
守

る
た
め
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
は
、
幼

稚
園
、
保
育
所
に
隣
接
す
る
場
所
に

建
設
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

避
難
場
所
の
安
全
性
と
整
備
・

検
証
は

問　

津
波
対
策
は
早
急
に
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
奈
半
利
町
の
避
難
場
所

の
安
全
性
と
整
備
、
検
証
を
問
う
。

 

高
さ
は
安
全
性
が
保
た
れ
て
い
る 

避
難
道
の
整
備
は
検
討
が
必
要

答　

竹
崎
総
務
課
長

　

奈
半
利
町
地
域
防
災
計
画
に
お
い

て
、
一
次
避
難
場
所
と
し
て
、
愛
光

園
、
ラ
ン
カ
ガ
岡
、
八
幡
様
、
加
領

郷
小
学
校
を
、
収
容
避
難
施
設
と
し

て
、
町
民
会
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
役
場
を
指
定
し
て

い
る
。

　

一
次
避
難
場
所
は
、
津
波
想
定
浸

水
区
域
外
の
高
台
に
あ
る
施
設
や
一

定
の
広
さ
を
持
つ
場
所
を
指
定
し
て

い
る
の
で
、
現
在
想
定
さ
れ
て
い
る

津
波
高
さ
７
ｍ
、
到
達
時
間　

分
に

２２

対
す
る
安
全
性
は
保
た
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

　

た
だ
、
避
難
場
所
へ
の
避
難
道
、

た
と
え
ば
八
幡
様
へ
登
る
階
段
、
道

の
整
備
な
ど
再
検
討
す
べ
き
点
が
あ

り
、
今
後
、
津
波
避
難
計
画
を
策
定

し
整
備
し
て
い
き
た
い
。

　

幼
稚
園
児
、
保
育
園
児
は
短
時
間

で
の
津
波
避
難
は
困
難
を
極
め
る
の

で
、
津
波
避
難
計
画
の
中
で
全
体
的

な
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
津
波
避
難
タ

ワ
ー
の
建
設
が
可
能
か
検
討
し
て
い

く
が
、
別
の
建
設
場
所
と
な
っ
た
と

し
て
も
距
離
的
に
無
理
の
無
い
位
置

を
検
討
し
た
い
。

認
定
子
ど
も
園
、
小
中
学
校

の
避
難
対
策
は
大
丈
夫
か

問　

幼
稚
園
、
保
育
所
の
避
難
対
策

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
小
、
中
学
校
の
対
策
に
つ

い
て
課
題
点
を
洗
い
出
す
た
め
、
県

教
委
は
４
月　

日
に
各
教
育
長
に
避

１７

難
訓
練
を
要
請
し
て
い
る
。
訓
練
の

問
題
点
は
何
か
。

避
難
計
画
を
早
急
に
見
直
し
訓
練

を
実
施

答　

濱
中
教
育
長

　

認
定
子
ど
も
園
、
奈
半
利
小
学

校
、
加
領
郷
小
学
校
、
奈
半
利
中
学

校
と
も
避
難
訓
練
を
実
施
し
課
題
な

ど
が
出
て
き
た
。

　

こ
の
課
題
対
策
も
認
識
し
て
計
画

に
取
り
組
む
。

　

南
海
大
地
震
を
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

８
・
４
、
発
生
か
ら　

分
後
に
７
ｍ

２２

の
津
波
が
来
る
と
想
定
し
、
中
学
校

で
は
、
高
さ
約　

ｍ
の
３
階
以
上
に

１３

避
難
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
屋

上
に
避
難
で
き
る
よ
う
改
善
に
も
取

り
組
む
。

禦

亨

魚

享

挙挙挙挙

鋸鋸鋸鋸

虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚

許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許

▲町内に設置の災害時避難場所標示看板（奈半利駅）
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奈
半
利
小
学
校
で
は
、
３
階
の
高

さ
が
約　

ｍ
あ
り
、
３
階
の
廊
下
に

１２

避
難
集
合
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
中
に
設
置
す
る
予

定
の
３
階
か
ら
屋
上
ま
で
避
難
で
き

る
階
段
が
で
き
れ
ば
、
屋
上
を
第
一

次
避
難
場
所
に
指
定
す
る
予
定
で
あ

る
。

　

加
領
郷
小
学
校
は
地
盤
高
さ
が

　

・
５
ｍ
あ
り
、
体
育
館
に
避
難
す

２１る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

認
定
子
ど
も
園
は
地
盤
高
さ
が
約

４
メ
ー
ト
ル
、
幼
稚
園
舎
の
２
階
高

さ
は
約
８
ｍ
だ
が
、
安
全
性
を
見
込

ん
で
愛
光
園
に
変
更
し
た
。

　

今
後
、
津
波
の
高
さ
が
見
直
さ
れ

た
場
合
や
、
作
成
予
定
の
津
波
避
難

計
画
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
計
画
な
ど

も
考
慮
し
て
、
各
学
校
及
び
認
定
子

ど
も
園
の
避
難
計
画
の
見
直
し
も
必

要
に
な
っ
て
く
る
。

災
害
時
備
蓄
品
の
確
保
は

問　

奈
半
利
町
の
災
害
時
備
蓄
品
対

策
は
、
ど
の
よ
う
に
準
備
し
て
い
る

の
か
。

計
画
的
に
整
備
す
る

答　

竹
崎
総
務
課
長

　

災
害
備
蓄
品
に
つ
い
て
は
、
避
難

生
活
で
の
特
に
重
要
な
品
目
と
し

て
、
飲
料
水
・
食
料
、
粉
ミ
ル
ク
、
毛

布
、
生
理
用
品
、
お
む
つ
（
小
児
用
・

大
人
用
）、
ト
イ
レ（
簡
易
、
仮
設
）の

７
品
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
、
南
海
地
震
被
害
想
定
に

よ
る
奈
半
利
町
の
避
難
者
数
１
、
３

６
３
人
で
計
算
し
た
災
害
備
蓄
品
の

購
入
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　

平
成　

～　

年
度
に
①
毛
布
３
６

２１

２２

０
枚
、
②
ト
イ
レ
用
仮
設
テ
ン
ト
７

基
、
③
ア
ル
フ
ァ
米
５
０
０
食
、
④

ア
ル
フ
ァ
米
調
理
用
飲
料
水
２
２
５

リ
ッ
ト
ル
、
⑤
敷
布
団　

枚
、
⑥
敷

８０

マ
ッ
ト　

枚
を
整
備
し
、
現
在
小
学

８０

校
２
階
の
空
き
教
室
に
保
管
し
て
い

る
。

　

今
後
も
計
画
的
に
購
入
し
、
４
～

５
年
で
目
標
備
蓄
数
量
の
確
保
に
努

め
た
い
。

 

 　
　

　
問　

梅
雨
、
台
風
の
時
期
と
な
っ
た

が
、
大
原
・
西
ノ
平
線
は
、
毎
回
災
害

が
起
き
て
い
る
。

　

こ
の
町
道
は
、
高
齢
者
や
子
ど

も
、
病
人
を
搬
送
、
ま
た
、
地
震
・
津

波
災
害
時
の
避
難
道
と
し
て
も
人
命

に
関
わ
る
重
要
な
道
で
あ
る
。

　

住
民
の
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に

も
、
道
路
改
良
の
早
期
着
工
が
必
要

と
考
え
る
が
、
拡
幅
改
良
の
計
画
、

進
め
方
に
つ
い
て
問
う
。

用
地
を
取
得
し
た
区
間
は
適

宜
工
事
に
着
工
す
る

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

町
道
大
原
・
西
ノ
平
線
は
、
全
路

線
延
長
４
、
２
０
０
ｍ
で
、
現
況
幅

員
は
約
３
ｍ
で
あ
る
。

　

平
成　

年
度
ま
で
に
測
量
設
計
が

２２

終
了
し
て
い
る
区
間
の
概
算
工
事
費

は
、
３
億
７
、
３
３
１
万
円
で
、
平

災
害
津
波
地
震
対
策

に
避
難
路
の
拡
幅
早

期
着
工
を

森
岡　

昌
敏　

議
員

成　

年
度
に
用
地
を
購
入
し
、
平
成

２３

　

年
度
に
は
工
事
を
着
工
す
る
予
定

２４で
あ
る
。

　

今
後
は
、
残
り
の
測
量
設
計
用
地

調
査
を
実
施
し
、
調
査
済
み
区
間
に

お
い
て
、
随
時
、
道
路
工
事
用
地
取

得
に
努
め
る
と
と
も
に
、
用
地
を
取

得
し
た
区
間
に
つ
い
て
、
道
路
改
良

工
事
を
適
宜
実
施
し
て
い
く
。

 

▲拡幅改良工事計画のある町道大原・西ノ平線

　　襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横
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平
成　

年
４
月
か
ら
新
学
習
指
導

２４

要
領
で
中
学
生
に
、
武
道
、
ダ
ン
ス

の
必
修
化
が
完
全
実
施
さ
れ
る
が
、

中
学
校
に
お
け
る
武

道
・
ダ
ン
ス
の
必
修

化
に
つ
い
て

岩
内　

博　

議
員

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
次
の
事
項
に

つ
い
て
の
見
解
を
聞
く
。

問　

①
当
町
で
は
、
指
定
さ
れ
て
い

る
剣
道
、
柔
道
、
相
撲
の
う
ち
、

ど
の
武
道
を
選
択
す
る
の
か
。

②
武
道
必
修
化
に
よ
っ
て
、
子
ど
も

た
ち
に
ど
の
よ
う
な
教
育
効
果
が

あ
る
の
か
。

③
現
在
の
中
学
校
の
武
道
場
と
用
具

の
整
備
状
況
は
ど
う
か
。

④
武
道
未
経
験
者
の
教
員
が
多
い
な

か
、
本
格
実
施
ま
で
の
期
間
内

で
、
指
導
者
の
育
成
や
人
材
確
保

の
課
題
、
又
は
地
域
人
材
と
の
交

流
、
連
携
に
関
す
る
見
解
は
。

⑤
武
道
は
コ
ン
タ
ク
ト
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
る
た
め
、
万
が
一
の
事
故
の
危

険
に
対
す
る
取
り
組
み
は
ど
う

か
。

⑥
武
道
具
の
購
入
に
関
す
る
保
護
者

の
負
担
は
ど
う
か
。

答　

濱
中
教
育
長

①
奈
半
利
中
学
校
で
は
、
剣
道
を
選

択
し
て
い
る
。

②
武
道
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
相
手
を
尊
重
し
、
伝
統
的
な

行
動
を
守
り
、
分
担
し
た
役
割
や

自
己
責
任
を
果
た
し
、
礼
儀
を
重

ん
じ
る
精
神
と
文
武
両
道
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
る
。

③
武
道
場
と
し
て
は
、
体
育
館
を
使

用
し
、
用
具
は
昨
年
竹
刀　

本
購

１０

入
し
、
平
成　

年
４
月
に
は
、
剣

２４

道
の
防
具　

セ
ッ
ト
、
竹
刀　

本

１０

２０

を
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

④
指
導
者
の
育
成
は
、
中
芸
地
区
中

学
校
体
育
連
盟
に
お
い
て
、
研
修

を
積
ん
で
お
り
体
制
は
整
っ
て
い

る
。

⑤
事
故
に
対
す
る
対
応
と
し
て
、
日

本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
災
害

共
済
給
付
金
制
度
に
生
徒
全
員
が

加
入
し
て
い
る
。

⑥
武
道
具
購
入
に
お
け
る
保
護
者
負

担
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

指
導
者
の
教
育
は
、
平
成　

年
２３

度
に
８
月
の
初
旬
と
中
旬
の
合
計
１

週
間
く
ら
い
し
か
予
定
さ
れ
て
い
な

い
が
、
こ
の
期
間
で
指
導
教
員
の
体

制
は
大
丈
夫
か
。

答　

濱
中
教
育
長

　

中
芸
地
区
中
学
校
体
育
連
盟
で
体

育
科
の
教
師
が
研
修
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
計
画
的
に
研
修
を
実
施

す
る
。

原
付
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を

導
入
し
て
は
ど
う
か

問　

原
付
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
、

軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
表
す
課
税
標
識
で
あ
り
、
各
自

治
体
に
お
い
て
、
独
自
の
デ
ザ
イ
ン

を
採
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、
走
る
広
告
塔

と
し
て
、
地
域
活
性
化
並
び
に
地
域

振
興
の
た
め
、
町
民
か
ら
広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
チ
ラ
シ
等
に
よ
り

公
募
し
、
選
定
委
員
会
を
経
て
最
優

秀
作
品
を
決
定
し
、
補
正
予
算
と
し

て
議
会
で
審
議
し
、
導
入
す
る
考
え

は
無
い
か
、
見
解
を
聞
く
。

費
用
対
効
果
を
精
査
し
検
討

す
る

答　

竹
崎
総
務
課
長

　

原
付
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
デ
ザ
イ

ン
化
は
、
平
成　

年
に
愛
媛
県
松
山

１９

市
が
、
平
成　

年
に
は
、
長
野
県
上

２０

田
市
、
静
岡
県
富
士
市
等
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
特
色
を
活
か

し
た
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
導
入
さ
れ

た
の
を
皮
切
り
に
、
現
在
で
は　

の
４６

自
治
体
で
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
地
域

振
興
、
観
光
振
興
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
導
入
が
さ
れ
て
い
る
が
、
高
知

県
内
で
は
、
現
在
導
入
事
例
が
な

い
。

　

提
案
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
町
の

地
域
活
性
化
、
地
域
振
興
手
法
と
し

て
の
効
果
や
税
収
と
経
費
の
バ
ラ
ン

ス
な
ど
の
費
用
対
効
果
を
精
査
し
つ

つ
検
討
す
る
。

 

▲武道場として併用予定の中学校体育館
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防
災
対
策
の
見
直
し
を
問
う

　
　

　

去
る
３
月　

日
に
起
き
た
東
日
本

１１

大
地
震
は
、
近
年
に
無
い
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
。

　

今
後　

年
以
内
に
必
ず
起
こ
る
と

３０

予
想
さ
れ
て
い
る
東
南
海
・
南
海
地

防
災
対
策
の
見
直
し

を
問
う安

岡　

規
雄　

議
員

震
に
対
し
、
今
一
度
防
災
対
策
の
見

直
し
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

防
災
扉
は
大
丈
夫
か

問　

町
内
に
あ
る
防
災
扉
で
、
六
本

松
の
海
浜
セ
ン
タ
ー
入
口
の
扉
が
故

障
し
て
い
る
。
ま
た
、
加
領
郷
消
防

屯
所
の
西
防
波
堤
も
途
中
で
途
切
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
対
策
に
つ
い
て

問
う
。

早
期
改
善
す
る
よ
う
県
に
要

望
し
て
い
る

答　

竹
崎
総
務
課
長

　

防
災
扉
は
、
奈
半
利
港
か
ら
「
ド

ラ
イ
ブ
イ
ン
な
ぎ
さ
」ま
で　

施
設
、

１３

竹
ケ
谷
か
ら
お
大
師
様
ま
で
３
施
設

あ
り
、
そ
の
う
ち
、
海
浜
セ
ン
タ
ー

前
の
防
潮
引
扉
が
開
閉
で
き
な
く

な
っ
て
お
り
、
早
期
に
修
繕
す
る
よ

う
安
芸
土
木
事
務
所
に
要
望
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
加
領
郷
漁
港
の
開
口
部

は
、
昔
、
船
の
上
げ
下
ろ
し
を
す
る

所
で
あ
っ
た
が
、
閉
め
て
も
よ
い
と

の
返
事
が
あ
る
の
で
、
安
芸
土
木
事

務
所
に
相
談
し
、
早
急
な
対
応
を
要

望
し
て
い
く
。

避
難
道
の
整
備
・
確
保
は

問　

東
日
本
大
震
災
で
、
避
難
道
の

整
備
が
で
き
て
い
る
集
落
は
、
高
台

に
避
難
し
て
全
員
が
無
事
で
あ
っ
た

と
マ
ス
コ
ミ
等
で
報
道
さ
れ
、
避
難

道
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
が
分

か
っ
た
。

　

当
町
も
地
震
・
津
波
対
策
の
避
難

道
を
早
急
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
見
解
を
問
う
。

津
波
避
難
計
画
に
基
づ
き
整

備
し
て
い
く

答　

竹
崎
総
務
課
長

　

津
波
対
策
で
「
逃
げ
る
対
策
」
と

し
て
の
避
難
道
の
整
備
確
保
は
、
最

も
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

避
難
道
は
、
津
波
避
難
計
画
に
基

づ
き
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

今
年
度
完
成
す
る
計
画
に
基
づ
き
順

次
整
備
し
て
い
く
。

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
高
さ
及

び
避
難
場
所
は

問　

新
し
く
で
き
る
津
波
避
難
タ

ワ
ー
の
高
さ
は
ど
れ
く
ら
い
か
、
ま

た
避
難
場
所
は
学
校
及
び
県
営
、
町

営
住
宅
を
避
難
場
所
に
す
る
考
え
は

な
い
か
。

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
高
さ
は

　

ｍ
前
後

１３
答　

竹
崎
総
務
課
長

　

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
高
さ
は　

ｍ
１３

前
後
を
考
え
、
更
に
３
ｍ
嵩
上
げ
で

き
る
基
礎
、
上
部
工
の
設
計
と
す
る

予
定
で
あ
る
。
津
波
タ
ワ
ー
数
に
つ

い
て
も
箇
所
数
を
決
め
議
会
と
も
協

議
し
な
が
ら
設
置
し
て
い
く
。

　

現
在
、
一
次
避
難
場
所
は
、
愛
光

園
、
ラ
ン
カ
ガ
岡
、
八
幡
様
、
加
領

郷
小
学
校
を
指
定
し
て
い
る
が
、
津

波
の
高
さ
、
時
間
等
を
考
慮
し
、
既

存
の
公
共
施
設
も
有
効
利
用
す
べ
き

と
考
え
、
役
場
、
町
民
会
館
、
奈
半

利
小
中
学
校
を
避
難
場
所
と
し
て
、

外
階
段
等
を
取
り
付
け
、
屋
上
に
避

難
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
て
い
く
。

沖
の
防
波
堤
の
整
備
は

問　

港
入
口
の
航
路
を
拡
張
し
た
こ

と
で
、
港
内
の
静
穏
度
は
悪
く
な
っ

て
い
る
。
津
波
対
策
と
し
て
も
沖
防

波
堤
を
早
期
に
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

ま
た
、
災
害
時
国
道
が
寸
断
さ
れ

た
と
き
、
奈
半
利
港
は
物
資
輸
送
の

供
給
拠
点
と
な
る
の
で
沖
防
波
堤
整

備
を
早
期
に
着
工
す
る
よ
う
県
に
強

く
要
請
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解

を
問
う
。

県
は
、
沖
防
波
堤
な
ど
港
湾

外
郭
施
設
整
備
に
向
け
検
討

し
て
い
る

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

港
入
口
航
路
を　

ｍ
か
ら　

ｍ
に

４５

８５

▲防災扉（ふるさと海岸西詰）
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拡
幅
し
利
便
性
は
向
上
し
て
い
る

が
、
港
内
の
静
穏
度
は
悪
く
な
っ
て

い
る
。

　

港
湾
内
の
船
舶
の
安
全
、
停
泊
及

び
係
留
を
可
能
と
す
る
た
め
、
沖
防

波
堤
の
整
備
を
県
に
要
望
し
て
い

る
。

　

県
は
、
平
成　

年
度
静
穏
度
対
策

２３

の
た
め
、
沖
防
波
堤
改
良
等
の
調
査

委
託
業
務
の
発
注
を
計
画
し
て
お

り
、
こ
の
業
務
成
果
に
よ
り
沖
防
波

堤
、
東
防
波
堤
等
の
港
湾
整
備
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

答　

齊
藤
町
長

　

奈
半
利
港
は
、
東
部
唯
一
の
耐
震

バ
ー
ス
構
造
で
あ
り
、
災
害
時
の
復

旧
、
復
興
や
物
資
輸
送
の
拠
点
に
な

る
重
要
な
港
で
あ
る
。

　

奈
半
利
港
を
よ
り
効
果
的
に
活
用

す
る
た
め
、
県
は
港
内
静
穏
度
調
査

を
実
施
し
、
沖
の
防
波
堤
な
ど
港
湾

外
郭
施
設
整
備
に
向
け
改
良
工
法
の

検
討
を
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
南
海
地
震
に
対
応

す
る
た
め
に
も
こ
れ
ら
の
対
策
は
重

要
で
あ
る
と
し
て
、
６
月
に
県
企
画

建
設
委
員
会
へ
要
望
を
し
て
い
る
。

 

 
防
災
対
策
の
見
直
し
を
問
う

　
　

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
が
大
地

震
と
津
波
で
重
大
な
状
況
に
陥
り
、

大
量
の
放
射
能
が
漏
れ
出
す
大
惨
事

に
な
っ
て
い
る
。

　

住
民
の
中
で
は
、
原
発
は
怖
い
、

放
射
能
汚
染
は
ど
う
な
る
の
か
。
四

国
に
も
伊
方
原
発
が
あ
る
が
、
大
丈

夫
か
な
ど
様
々
な
不
安
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

問　

今
度
の
事
故
で
、
原
発
が
危
険

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
事
実
を
も
っ

て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

伊
方
原
発
も
安
全
で
は
な
い
と
考

え
る
。

　

危
険
な
原
発
か
ら
撤
退
す
る
計
画

を
立
て
国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

べ
き
と
思
う
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る

の
か
、
併
せ
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
に
向
け
本
格
的
に
取
り
組
む

べ
き
と
思
う
が
、
見
解
を
聞
く
。

原
発
か
ら
撤
退
し
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
本

格
導
入
を山

中　

茂　

議
員

環
境
負
荷
の
少
な
い
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
検
討

答　

竹
崎
総
務
課
長

　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
福
島
第

一
原
発
の
事
故
が
発
生
し
、
原
発
の

必
要
性
、
ま
た
安
全
性
に
つ
い
て
、

国
内
外
で
議
論
が
活
発
と
な
っ
て
い

る
。

　

国
に
お
い
て
、
電
気
発
電
源
と
し

て
何
が
良
い
か
、
住
民
の
安
全
第
一

と
い
う
観
点
に
立
ち
、
総
合
的
に
判

断
し
、
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
伊
方
原
発
の
近
く
に
は
、

巨
大
な
活
断
層
で
あ
る
中
央
構
造
線

が
走
っ
て
お
り
、
原
発
事
故
の
教
訓

を
活
か
し
た
地
震
対
策
、
安
全
対
策

に
早
急
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て

は
、
国
レ
ベ
ル
で
早
急
に
議
論
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
当
町
で
は
、
第
５

次
総
合
計
画
で
、
環
境
負
荷
の
少
な

い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
推
進
と

し
て
、
公
共
施
設
の
太
陽
光
発
電
導

入
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。

　

今
後
、
住
民
、
議
員
と
も
協
議
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　

南
海
地
震
対
策
の
見
直
し
を

　

東
日
本
大
震
災
地
で
は
、
生
活
再

建
と
復
興
へ
の
懸
命
の
努
力
が
続
い

て
い
る
。

　

当
町
も
南
海
地
震
に
備
え
る
対
策

と
し
て
、
各
学
校
の
耐
震
工
事
の
実

施
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
、
防
災

資
機
材
の
整
備
、
防
災
無
線
、
Ｆ
Ｍ

告
知
端
末
器
の
整
備
、
防
災
訓
練
等

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。

　

今
回
の
大
震
災
か
ら
教
訓
を
引
き

出
し
、
津
波
対
策
や
避
難
所
を
見
直

す
必
要
が
あ
る
。

　

住
民
は
東
日
本
の
よ
う
な
津
波
が

来
れ
ば
町
全
体
が
津
波
に
呑
み
込
ま

れ
る
の
で
は
な
い
か
、
ダ
ム
が
決
壊

す
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
を
抱
え

て
い
る
。

　

住
民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る
の

が
政
治
の
一
番
の
役
割
だ
と
考
え
次

の
事
に
つ
い
て
問
う
。

　　襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

▲津波１次避難場所（加領郷小学校）
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問　

南
海
地
震
対
策
も
行
政
の
重
点

施
策
と
し
て
行
っ
て
き
た
が
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
み
て
、
大
き
な
見
直

し
が
必
要
と
考
え
る
。

　

そ
の
中
で
も
避
難
所
見
直
し
と
避

難
所
整
備
が
決
定
的
に
大
切
だ
と
考

え
る
が
、
見
解
は
。

総
合
的
に
見
直
す

答　

齊
藤
町
長

　

東
日
本
大
震
災
を
見
る
と
地
震
が

揺
れ
た
後
、
ま
ず
高
台
に
逃
げ
る
訓

練
、
日
頃
か
ら
避
難
場
所
を
ど
こ
に

す
る
か
と
考
え
て
お
く
等
の
身
近
な

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
痛
感
し
て
い

る
。

　

国
、
県
の
被
害
想
定
結
果
の
報
告

後
に
協
議
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

る
が
、
町
独
自
で
で
き
る
１
次
避
難

場
所
の
整
備
や
避
難
道
の
整
備
な
ど

は
、
住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
総

合
的
な
見
直
し
を
行
い
早
期
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

定
置
定
点
カ
メ
ラ
設
置
と
地

震
津
波
対
策
室
を
設
置
し
て

は
ど
う
か

問　

奈
半
利
町
内
の
各
要
所
に
定
置

定
点
カ
メ
ラ
設
置
と
庁
内
に
地
震
津

波
対
策
室
を
設
置
し
、
期
間
を
決
め

て
早
急
に
南
海
地
震
対
策
に
取
り
組

む
考
え
は
な
い
か
。

先
進
事
例
を
研
究
し
、
導
入

の
可
能
性
を
検
討

答　

齊
藤
町
長

　

当
町
は
、
比
較
的
に
近
い
範
囲
に

河
川
や
港
湾
が
存
在
し
て
お
り
、
そ

の
情
報
は
、
消
防
団
や
職
員
に
よ
り

パ
ト
ロ
ー
ル
で
収
集
し
て
い
る
が
、

観
測
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、
災
害
対
策

の
有
効
な
手
段
で
も
あ
り
、
先
進
的

事
例
を
研
究
し
な
が
ら
、
導
入
の
可

能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

　

南
海
地
震
対
策
の
体
制
に
つ
い
て

は
、
総
務
課
を
中
心
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
各
課
が
連
携
し
実
効
性
の
あ

る
組
織
と
し
て
、
副
町
長
を
チ
ー
ム

長
と
し
た
各
課
の
課
長
補
佐
を
メ
ン

バ
ー
と
す
る
「
奈
半
利
町
南
海
地
震

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
立

ち
上
げ
て
い
る
。

　

こ
の
組
織
で
、
よ
り
地
震
対
策
が

で
き
る
よ
う
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

 

 
防
災
対
策
の
見
直
し
を
問
う

　
　問　

本
村
ほ
場
整
備
事
業
、
田
園
空

間
整
備
事
業
な
ど
の
基
盤
整
備
が
進

め
ら
れ
た
が
、
農
産
物
の
価
格
の
低

迷
、
兼
業
農
家
、
農
家
の
高
齢
化
な

ど
で
、
農
家
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

大
変
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

農
業
で
生
活
で
き
る
所
得
を
確
保

し
、
農
地
を
守
り
、
地
域
で
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
、
各
集
落
の
農
業
経

営
に
関
す
る
実
態
、
生
産
者
の
意
見

や
課
題
を
把
握
し
て
、
地
域
の
農
業

振
興
を
図
る
た
め
の
集
落
営
農
組
織

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。集

落
の
資
源
で
あ
る
農
地
、

労
働
力
、
農
機
具
な
ど
を
生

か
す
仕
組
み
を
進
め
る

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

農
業
を
継
続
す
る
た
め
の
担
い
手

集
落
営
農
推
進
で

地
域
農
業
の
振
興
を

前
田　

勝
亀　

議
員

の
育
成
確
保
、
農
機
具
の
共
同
利
用

に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
、
経

験
、
体
力
な
ど
に
よ
る
役
割
分
担

は
、
高
齢
者
で
も
農
業
を
可
能
に
す

る
の
で
、
高
齢
農
家
や
小
規
模
農
家

な
ど
を
含
め
た
多
く
の
農
家
が
参
加

し
、
集
落
の
資
源
で
あ
る
農
地
、
労

働
力
、
農
機
具
な
ど
十
分
に
生
か
す

仕
組
み
で
あ
る
集
落
営
農
を
進
め
て

い
る
。

　

平
成　

年
度
に
、
高
知
型
集
落
営

２１

農
の
モ
デ
ル
地
区
に
な
っ
た
大
原
・

西
ノ
平
地
区
で
賛
同
者
に
よ
る
共
同

生
産
組
合
を
設
立
し
て
い
る
。

　

今
後
、
特
に
中
山
間
地
域
の
集
落

営
農
推
進
は
、
必
要
な
施
策
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

災
害
時
に
要
援
護
者
を
支
援

す
る
体
制
に
つ
い
て
問
う

問　

奈
半
利
町
緊
急
通
報
体
制
等
整

備
事
業
や
奈
半
利
町
高
齢
者
福
祉
計

画
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
時

に
、
災
害
時
や
緊
急
時
に
要
援
護
者

を
支
援
す
る
た
め
連
絡
先
の
調
査
を

行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
活
用
に

つ
い
て
問
う
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
で
迅
速

か
つ
適
正
な
支
援
体
制

答　

竹
崎
住
民
福
祉
課
長

　

奈
半
利
町
緊
急
通
報
体
制
等
整
備

事
業
は
、
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
及

び
身
体
障
害
者
に
対
し
、
緊
急
通
報

装
置
を
貸
与
し
て
、
委
託
先
の
「
ヘ

ル
シ
ー
ケ
ア
な
は
り
」
に
通
報
が
行

く
シ
ス
テ
ム
で
、
委
託
先
か
ら
あ
ら

か
じ
め
登
録
さ
れ
て
い
る
身
内
の
方

や
親
し
く
し
て
い
る
近
所
の
方
、
地

区
の
民
生
委
員
に
連
絡
さ
れ
る
。

　

現
在
、
緊
急
通
報
装
置
は
、　

台
２５

稼
動
し
て
、
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

の
急
病
や
災
害
時
に
迅
速
か
つ
適
正

な
活
用
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
調
査
票
は
保
健
セ
ン
タ
ー

で
管
理
保
管
し
て
い
る
。

災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度
、

自
助
、
共
助
、
公
助
に
つ
い

て
問
う

問　

災
害
時
に
要
援
護
者
の
安
全
な

避
難
、
避
難
先
で
の
生
活
、
安
否
確

認
、
避
難
誘
導
な
ど
の
支
援
を
行
う

た
め
、
国
の
指
針
と
し
て
災
害
時
要

援
護
者
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
、

そ
れ
に
基
づ
く
奈
半
利
町
災
害
時
要

　　襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横
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援
護
者
台
帳
整
備
事
業
実
施
要
綱
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
要
援
護
者
台
帳
の
避
難
支
援

プ
ラ
ン
、
個
別
計
画
で
支
援
に
係
る

自
助
、
共
助
、
公
助
の
役
割
分
担
を

問
う
。

災
害
発
生
直
後
は
自
助
で
身

の
安
全
確
保
を

答　

竹
崎
住
民
福
祉
課
長

　

要
援
護
者
自
身
や
家
族
は
、
災
害

に
対
す
る
備
え
に
取
り
組
む
こ
と
や

災
害
発
生
直
後
に
は
、
本
人
や
家
族

の
身
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
自

助
で
、
近
隣
住
民
や
自
主
防
災
組
織

の
地
域
の
支
援
者
に
よ
る
災
害
対

策
、
避
難
訓
練
、
災
害
発
生
後
の
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
る
安

否
確
認
や
避
難
誘
導
、
救
出
、
救
護

な
ど
が
共
助
の
役
割
、
公
助
は
、
地

域
住
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、
公
的

機
関
と
し
て
災
害
対
策
を
実
施
し
た

り
、
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成

や
各
家
庭
に
向
け
て
災
害
時
の
対
応

を
促
す
公
助
と
自
助
、
共
助
の
連
携

を
図
る
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

避
難
支
援
者
の
同
意
が
無
い

場
合
に
ど
う
対
応
す
る
の
か

問　

要
援
護
者
台
帳
の
個
別
計
画

で
、
要
援
護
者
本
人
と
避
難
支
援
者

の
同
意
が
必
要
で
あ
る
が
、
避
難
支

援
者
の
同
意
が
無
い
場
合
ど
の
よ
う

に
取
り
扱
う
の
か
。

本
人
の
意
思
確
認
を
行
う

答　

竹
崎
住
民
福
祉
課
長

　

要
援
護
者
の
情
報
の
収
集
及
び
個

別
計
画
の
策
定
は
、
災
害
時
の
避
難

支
援
を
希
望
し
、
民
生
委
員
、
自
主

防
災
組
織
に
個
人
情
報
を
開
示
す
る

こ
と
に
同
意
し
、
自
ら
災
害
時
要
援

護
者
台
帳
へ
登
録
の
申
請
を
行
い
避

難
支
援
を
行
う
。
ま
た
、
地
域
に
お

い
て
支
援
が
必
要
な
人
を
把
握
し
、

要
援
護
者
台
帳
へ
の
登
録
を
直
接
働

き
か
け
る
。
そ
し
て
、
本
人
か
ら
の

意
思
確
認
を
行
う
こ
と
を
原
則
と
し

て
台
帳
整
備
を
行
う
。

要
援
護
者
情
報
の
守
秘
義
務

が
確
保
さ
れ
る
の
か

問　

要
援
護
者
台
帳
は
、
消
防
団
、

自
主
防
災
組
織
も
保
有
す
る
の
か
、

要
援
護
者
情
報
を
受
け
る
側
の
守
秘

義
務
が
確
保
さ
れ
る
の
か
。

守
秘
義
務
は
確
保
す
る

答　

竹
崎
住
民
福
祉
課
長

　

要
援
護
者
情
報
の
提
出
先
と
な
る

関
係
機
関
で
、
民
生
委
員
、
警
察
、

中
芸
消
防
署
な
ど
は
、
法
令
で
職
務

上
の
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
は
課

せ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
要
援
護
者

台
帳
の
取
り
扱
い
の
留
意
点
を
示
し

て
、
守
秘
義
務
を
確
保
す
る
。

▲高齢者の安否確認のための緊急通報システム（ヘルシーケアなはり）
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認定こども園なはり便り認定こども園なはり便り
幼稚園では、６月１１日（土）に参観日がありました。

　奈半利幼稚園では、６月の親子参観日に運動会の競

技に使う、５歳児は竹馬・4歳児は一本下駄・3歳児は

竹ぽっくりを親子で作りました。お父さん・お母さんは

子どもと一緒に会話も楽しみながら一生懸命作って

いました。子どもたちも、お父さんたちの真剣な姿を

見て、嬉しさと共に頼もしさを感じたことでしょう。

　今年は、老人クラブをはじめ地域の方々に、竹ぽっく

り・竹馬の竹を用意していただき、当日もお手伝いに

きてくれるなど大変お世話になりました。運動会で上

手に乗る姿が楽しみです。

保育所では、６月２９日（水）に歯科指導の参観日があ

りました。

　歯科衛生士の岩佐さんをお招きして親子で一緒に

歯の話を聞きました。まず子どもたちに「むしばきんを

やっつけろ」の絵本を読み、歯の模型を使って実際に

歯磨きの体験もしました。

　その後は、奥歯につっこみすぎず力を入れすぎない

など、歯磨きのポイントの話もしてくれました。特に乳

児の歯ブラシは、先までまっすぐなもので毛は柔らか

いものがいいそうです。

　歯科指導の後は、町のヘルスメイトさんから、「子ど

もの食事の三本柱」について「もっと野菜を食べよう」

などの話や活動の紹介をお聞きしました。子どもたち

がずっと健康で過ごせるように、バランスの良い食事

を心掛けていきたいですね。

　夏休みに入り、暑い日差しの中、元気に遊びまわっている子どもた
ちの姿が見られるようになりました。
　今年も【奈半利町ちびっこトライアスロン】を開催することとなりま
した。競技内容は、水泳・自転車・マラソンを行います。また、今年は
競技を行った後に、宝探しも行います。当町の子どもたちだけでなく、
他の市町村の子どもたちも参加しますので、他の市町村の子ども同
士の良い交流にもなるでしょう。
　暑い日差しの中、競技を頑張る子どもたちの応援をよろしくお願い
します。
■開 催 日　７月３１日（日）　■予 備 日 　８月２日（火）
■開催場所　奈半利町ふるさと海岸（奈半利町海浜センター前）
■主　　催　みなと未来会議

第２回奈半利町ちびっこトライアスロン開催！
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森林環境税地域座談会開催のお知らせ森林環境税地域座談会開催のお知らせ森林環境税地域座談会開催のお知らせ

飼い主の“マナー”　
　最近、犬や猫を放し飼いにしたり、捨てたり、または
散歩の途中で糞をそのままにして帰る飼い主の方が
増えています。飼い主としての最低限の“マナー ”を
責任をもって行いましょう。
　
野良猫が増加しています　
　奈半利町では最近野良猫の苦情が増えてきており
ます。猫は、その習性等から自由を拘束して管理する

ことが非常に難しく、放し飼いにされていることが多
いため、飼い主の気が付かないところで他人に糞害等
の迷惑をかけていることがあります。十分気をつけて
飼ってください。
　また、飼い主のいない猫に餌を与えることは、野良
猫増加につながりますので、絶対に止めてください。
　ご協力お願いします。

※なお、毎週月曜日の午前中にはご家庭で飼えなく
なった犬・猫の引き取りも実施しております。

～都会で学ぶこうち農業技術研修～
　高知県では、農業の担い手を確保し、産地や農村の
維持発展を目的に、「都会で学ぶこうちアグリスクー
ル」を昨年度から取り組んでいます。関西地区にお住
まいの本県出身者で、「将来高知県に帰って就農しよ
う」とお考えの人に、農業の基礎的な内容の講義や先
輩就農者の体験談（スクーリング）などを通じて、就農
に向けたお手伝いをさせていただきます。
　高知県で就農を考えているお子さんやご親戚、ご近
所のお知り合いの人がいらっしゃいましたら、関係パ
ンフレット及び募集案内を送らせていただきますの
で、右記の問い合わせ先までお知らせください。

■開催時期・場所　
　大阪会場（新大阪丸ビル新館） ７月23日～10月22日
　東京会場（東京農業大学校 校友会館）

　９月３日～11月26日
■研修内容
　•高知県が取り組む環境保全型農業
　•野菜・果樹・花き栽培の特徴
　•土壌と肥料、病害虫の発生
　•就農支援制度など
■募集人員　20人
■費　　用　研 修 料　4，800円
　　　　　　教材費等　5，000円

　高知県では、平成15年度に全国で初めて森林環境税
を導入し、森林環境の保全をはじめ、県民参加による
森づくり活動や、森林環境教育、シカ被害対策などに
同税を活用しています。
　その森林環境税の課税期間が平成24年度末で満了
することから、県では、今後の森林環境税のあり方に
ついて、県民の皆さんとともに考える座談会を右記の
とおり開催します。
　座談会では、地域で活躍されている県民の方々によ

る意見交換会やワークショップを行います。当日は、
一般参加の方もご自由に傍聴いただけます。
■日時　７月29日（金）　18：30～20：30
■場所　田野町ふれあいセンター　
■内容
●第１部　森林環境税のこれまでの取り組み紹介
●第２部　地域で活躍されている県民の方々との意見交換会
●第３部　地域で活躍されている県民の方々を交えたワーク

ショップ

愛犬家・愛猫家の皆さんへ愛犬家・愛猫家の皆さんへ愛犬家・愛猫家の皆さんへ

集落営農に取り組みませんか？集落営農に取り組みませんか？集落営農に取り組みませんか？

●問い合わせ先　　高知県農業振興部地域農業振興課 　　　　　　　　　　　　　
集落営農担当　　TEL　０８８－８２１－４８０７

●問い合わせ先　　高知県林業振興・環境部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　林業環境政策課　木の文化担当　　TEL　０８８－８２１－４５８６

　●問い合わせ先　　
　高知県立農業大学校教育課　TEL　０８８－８92－3571　高知県立農業大校研修課　TEL　０８８0－24－0007
　高知県農業振興部環境農業推進課　TEL　０８８－821－4532　安芸農業振興センター　TEL　０８８7－34－0138

●問い合わせ先　　住民福祉課　　TEL　３８－４０１２

こうちアグリスクール研修生募集こうちアグリスクール研修生募集こうちアグリスクール研修生募集

■集落営農とは
集落営農とは、集落で営農について話し合い、合意
のもと、共同で作業をしたり機械や施設を共同利用
しながら、集落ぐるみで営農活動を行うものです。

■取り組みへの支援
集落営農の組織化や組織のステップアップに向け、

県の「集落営農・拠点ビジネス支援事業」をご活用く
ださい。
☆集落営農は、まず話し合いからスタートです。
集落営農について詳しく知りたい方は、お近くの農業振興セン
ター、農業改良普及所、市町村の農業担当課、ＪＡにご連絡くださ
い。

　高知県では、地域農業を維持・発展させる有効な手段として「集落営農」を進めています。
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　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
　口座振替をご利用いただくと、保険料が自動的に引き落とされるので金融
機関などに行く手間が省けるうえ、納め忘れもなく、とても便利です。
　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に引き落とさせていただくこ
とにより、月々50円割引される早割制度や、現金納付よりも割引額が多い６カ
月前納・１年前納もあり、大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印
を持参のうえ、ご希望の金融機関または年金事務所へお申し出ください。

　「ねんきんネット」とは、いつでもご自身の年金加入記録をインターネットで確認することができるサー
ビスです。

■いつでも、最新の年金記録が確認できます！
　　24時間いつでも、「ねんきん定期便」より新しい年金加入記録を確認できます。

■年金の「もれ」や「誤り」の発見が容易になります！
　年金に加入されていない期間や厚生年金に加入した期間の標準報酬額の大きな変動など、ご確認いた
だきたい記録がわかりやすく表示されています。

■「私の履歴整理表」で記録の確認が容易になります！
　　画面の指示に従って、「私の履歴整理表」がご自宅で簡単に作成でき、年金記録の確認に役立ちます。

■将来の年金額が試算できます！
　「年金を受け取りながら働き続けた場合の年金は？」といった知りたい情報をご自宅でご覧になれるよ
うな機能を平成23年秋以降どんどん追加していく予定です。

※インターネットのご利用の難しい方は、お近くの年金事務所のほか、一部の市区町村や郵便局でも年金記
録を確認いただけます。

　詳しくは「ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル」でご確認ください。
　ねんきんネットのサービス登録は　　http://www.nenkin.go.jp/n_net/
　ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル　
　　０５７０－０５８－５５５　　０３－６７００－１１４４（ＩＰ電話・ＰＨＳ用電話）

国民年金からのお知らせ

国民年金保険料は

口座振替が
お得です

インターネットサービス「ねんきんネット」を開始しました

来春、大学・高校・専門学校を卒業の皆様へ

詳しくは自衛隊高知地方協力本部  安芸地域事務所までご連絡ください。
安芸市本町3丁目11‐5（Smile Aki前2F）　　電話　0887－35－2749

URL　　　http://www.mod.go.jp/pco/kochi/　 　　　
携帯サイト  http://www.mod.go.jp/pco/kochi/itop.htm

職域多彩、君の能力を眠らせない。

平成23年度平成23年度『自衛官募集』『自衛官募集』案内案内平成23年度『自衛官募集』案内
募　集　種　目
航　空　学　生
一般曹候補生

女子
男子

高卒（見込み）21歳未満の者

18歳以上27歳未満の者

資　　格
1次　9月23日
1次　9月17日
　　  9月24日
　　  9月25日

8月1日～9月23日
8月1日～9月9日

8月1日～9月9日
8月1日～9月9日

防衛医科大学校
一般
推薦

看　護　学　生 高卒（見込み）24歳未満の者（男子も可）

9月24日・25日
1次11月5日・6日
1次10月29日·30日
1次　10月22日

　
高卒（見込み）21歳未満の者

9月5日～8日
9月5日～30日
9月5日～30日
9月5日～30日

受　付　期　間 試　験　日

自衛官候補生

防衛大学校
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日本脳炎の予防接種を受けましょう平成23年度

問い合わせ先　　中芸広域連合 保健福祉課　TEL　38－8212　または　38－8301

　日本脳炎の予防接種後に重い病気になった事例があっ
たことをきっかけに、平成17年度から平成21年度まで、
日本脳炎の予防接種のご案内を行いませんでした。
　その後、新たなワクチンが開発され、現在は日本脳炎
の予防接種を通常通り受けることができるようになって
います。
　今年度は、3歳・4歳のお子さまに加えて、小学 3 年生・
小学 4 年生のお子さまにも、日本脳炎の予防接種のご案
内を行っています。

＊平成7年6月1日から平成19年4月1日までの間に生まれた方は、日本脳炎の予防接種が不十分な場
合があります。このため、今まで定期予防接種対象外であった、7歳半以上9歳未満及び13歳以上
の年齢に相当していても、希望すれば1期3回の不足分と2期（1回）の接種が20歳の誕生日前日ま
で受けることができるようになりました。ただし、2期の1回に関しては9歳以上の方が対象です。

　接種を希望される方は下記までお問い合わせください。
　
＊接種方法……中芸広域連合が発行した予診票と母子手帳を持参し、事前に予約された県内委託医
療機関で接種を受けてください。

　小学３年生・小学４年生のお子さまがいらっしゃる保護者の方は、母子健
康手帳を確認し、日本脳炎のⅠ期接種が不足している場合は接種を受けま
しょう。
　平成22年８月に法令の改正があり、第１期で受ける３回接種のうち、接種
できなかった分を第１期または第２期の年齢で受けられるようになりました。

３カ月６カ月９カ月 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10歳 11歳 12歳 13歳

★第１期２回接種後、おおむね
１年経過した時期に１回追加
接種

（合計３回）

★第１期の未接種分の回数の接種が可能
　・今まで未接種：のこり３回
　・１回接種　　：のこり２回
　・２回接種　　：のこり１回
★第２期（１回）を接種
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一般ゴミは必ず奈半利町の指定袋へ入れましょう。

ゴミの分け方と出し方について
認識しておこう
　ゴミの分け方と出し方のマ
ナーの悪い所が目立ちます、
分け方と出し方が悪いためゴ
ミの排出量が増え、ゴミの処
理に膨大なコストをかけるこ
とになります。そこで奈半利
町民、一人一人、次世代のた
め、地球環境を守っていくために、生活のあらゆる面で、
物資の利用削減、再利用、再資源化（リサイクル）を心がけ
て、ゴミの減量・資源化に取り組んでいきましょう。

（１）必ず奈半利町のゴミ指定袋を町内の各取扱
店にて購入してください。

（２）蛍光灯・乾電池・スプレー缶等の有害・危険
ゴミは入れない。

（３）朝7：30までに各ステーションに出してく
ださい。

①個人情報（はがき・手紙・薬の袋・領収書など）の記
載されている物などは、必ず一般ゴミへ入れてく
ださい。

②有害・危険ゴミ（蛍光灯・体
温計・乾電池・ガス缶・スプ
レー缶・ガスライターな
ど）は必ず取り除いて、有
害・危険ゴミの収集日に出
してください。

③今まで不燃物で出されていた、陶器・ガラス製品
等（ガラス・鏡・花瓶・植木鉢・
食器類・化粧品のビン・油の
ビン・電球など）や、主にプラ
スチックでできた家電製品
（ドライヤー・ひげそり・ゲー
ム機など）は一般ゴミとして
指定袋へ入れて出してくだ
さい。

④農業用のビニールについては、肥料の
袋などいろいろな物がJAで回収され
るようになりました。詳しい内容は、
JAで確認してください。

1.一般ゴミの
出し方

2.不燃物の出し方
が変わりました

今まで、不燃物というゴミの収集をしてきまし
たが、再利用・再資源化（リサイクル）・コスト
削減を目指すために、分別収集を行っていき
たいと思います。なお、下記の3品目が新たな
対象となります。

ゴミ出しのゴミ出しの

ルールを守ってルールを守って

きれいな街！！きれいな街！！

ゴミ出しの

ルールを守って

きれいな街！！

①金属ゴミ
 ・ 金属製品（鍋・フライパン・やかん・包丁・スプー
ン・鉄製コップ・鉄製筆箱・鎌・針金など）

 ・ 主に金属でできた電気製品（卓上コンロ・ガス
釜・トースター・電子レンジ・ビデオデッキなど）

＊上記については、奈半利町の指定のカゴに入る
大きさの物を配ったカゴに入れてください。

　注意 ： 必ず指定の札、収集日を守って金属ゴミ以外の
ものは出さないでください。カン・ビンは絶対
入れないでください。

②粗大ゴミ
 ・ 指定袋へ入らない物（家具・タンス・椅子・机・畳・
ふとん・毛布・ポリバケツ・塩ビパイプ・ビニール
トタンなど）

 ・ 指定のカゴへ入らない物（金属ゴミ以外のもの
例：ステレオ・ミシン・ガスコンロ・自転車・脚立・
ベッドなど）

 ・ 一般ゴミ・金属ゴミ・有害危険ゴミに当てはまら
ない物

③有害・危険ゴミ
 ・ 蛍光灯、体温計（必ず、紙のケースをのけて割ら
ずに出してください。）

 ・ 乾電池（カゴの中にある、乾電池入れに入れて
ください。）

 ・ ライター、スプレー缶（ライターはまとめてビ
ニール袋へ、スプレー缶は必ず穴をあけて出し
てください。）
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国際交流員

★

マッキンタイア・　
　　　　　ジャラ

　皆様が当投稿をお読みになる頃には、真夏に差し掛かっているはずで
す。今年は猛暑が長くならないでほしいですね。さて、私が去年の７月に初
めて奈半利町に来て、もう１年が経とうとしています。この１年間は特に気
候と災害について大きな話題になったように感じます。まず、去年の猛暑
がありました。そして、冬に入っていよいよ安定が戻ったと思いきや、日本
海側の県が大雪で覆われ、高知は１カ月以上も雨が降りませんでした。そ
して、３月に東北地方は未曾有の災害に見舞われました。そんな中、私は何
回もオーストラリアの気候や災害について聞かれたので、今回よく聞かれ
た質問をまとめて答えてみようと思っています。
１．「オーストラリアって、地震ある？津波ある？」
　オーストラリアでは地震も津波も起こります。しかし、オーストラリア大
陸はオーストラリア・プレートの真中に位置するため、３つのプレートをま
たがる日本に比べて、地震の頻度が少ないのです。また、地震が少ない分、
津波も少ないですが、他国で発生した大規模地震による津波はオースト
ラリアの海岸まで及ぶことがあります。今回の東北沖の大地震により発生
した津波も東は北・南米の海岸まで、南はオーストラリアまでも及びまし
た。しかし、到着した時かなり弱まっていたので、被害はなかったのです。
ちなみに、皆様は英語でも津波は「ツナミ」と呼ばれると聞いたことがあり
ますか。それは従来英語に津波という概念がなかったからではありませ
ん。ヨーロッパ地中海は地震が特に多く、その分津波も頻繁に発生しま
す。従来、英語では津波のことを「Tidal Wave」と言いました。文字通り訳
すと、「潮汐波」という意味になります。しかし、津波は潮汐に関係がないた
め、ツナミという呼び方が使われるようになったそうです（津にも関係が
ないのですが）。
２．「オーストラリアは台風ある？」
　台風とは北太平洋及び南シナ海に発生する暴風を起こす熱帯低気圧の
ことを言い、厳密に言えばオーストラリアには台風がありません。しかし、
サイクロンという、南太平洋及びインド洋に発生する熱帯低気圧による暴
風は年間何回もオーストラリアの北部を襲います。ちなみに、「台風」とい
う単語は漢字で書かれるのに外来語なのです。由来について、中国福建省
と台湾のビン南語の由来、アラビア語の由来、古代ギリシア神話の由来と
いう３つの説があるようです。１６世紀の英語の文献の中でも「toufoon」
という単語が出ることから、アラビア語、または古代ギリシア神話の説が
有力で、ヨーロッパ、若しくはアラビアの商人によりアジアに持ってこられ
た単語だとされるようです。
３．「オーストラリアって湿気っぽい？」
　簡単にいえば、湿気っぽい場所もありますが、大体の人の居住場所は湿
度が低いのです。オーストラリアは日本より２０倍ぐらい大きいため、その
分気候も多彩で、熱帯雨林から砂漠まであります。北の方は雨季と乾季と
いう２つの季節しかないのに対し、南のタスマニア島は季節の変わり目が
はっきりしており、６月から１０月にかけて降雪も積雪もあります。多くの人
の居住は温暖気候をもつ東南海岸に密集しています。東南部の冬は穏や
かで山脈以外の降雪はまれなのです。夏は温度が不安定で、４０℃を超え
る日もあれば、２０℃に達しない日もあります。夏に猛暑日の夕方に快く涼
しくなり、後に雷雨やヒョウが降ることもあります。しかし、東南部に雨季
（梅雨）がないため、日本と比べて水が少なくて、湿度も低いのです。
　この１年間でオーストラリアの気候や災害に興味を持ってくれた人が意
外と多くて、私は感動しました。他の場所（例えば国内でも国外でも）に好
奇心を持つことが実に素晴らしいと思います。他の場所や文化について
知ることによりこそ、照合して自分の国・文化・地方の特徴を知ることが
できると私は思います。皆様、好奇心の大事さを忘れないでください。

“Some odds
　　　 and ends”
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こんに
ちは

　“酒は百楽の長”といわれるように、上手に飲めば、ストレス解消や疲労回復などに役
立ちます。しかし、飲みすぎると二日酔い、肝臓病、アルコール依存症などの健康障害を
引き起こします。お酒を薬にするかは、飲み方次第といえます。
　飲んだお酒を処理するのは肝臓の役割。お酒には栄養素がほとんどなく、アルコール
分を解毒する作用が中心です。適量を飲んだとしても、週に２日は肝臓の完全休養日が
欲しいところです。というのは、“休肝日”を与えると肝臓は、驚くほど回復力が早まるの
です。ところが、休養を与えずに“連投”を続けていると、疲労して肝臓にいろいろな障害
（アルコール性肝障害・アルコール性肝炎・アルコール性肝硬変）が出てきます。

ヒント１：適量のお酒とは、
　自分の適量を知って、度を越さないように飲みたいものです。
　　●ビールなら、中瓶１本強（５４０ml）。　　　　　●ウイスキーなら、ダブル（６０ml）。
　　●清酒なら、１合弱（１６０ml）。　　　　　　　　●ワインなら、グラス２杯弱（２２０ml）。
　　●焼酎（２５度）なら、１００ml。　　　　　　　　　　　ほどを限界に、マイペースで飲みましょう。
　（注）高齢者、女性、及びアルコールを飲むとすぐ顔が赤くなってしまう方は、アルコールの代謝がうまくい

かないので、２０gより少量の方が安全。

お酒を百楽の長にするために

　健康的にお酒を飲むためには、やはり週に２日の休肝日を設け、できれば、
年に１～２回は休肝週間を作り、肝臓を休ませてあげましょう。

上手にお酒とつきあうためのヒント☞

ヒント２：“ながら飲み”は厳禁
　たばこを吸いながら飲む、薬と一緒に飲む、などは身体に悪影響を及ぼすので、くれぐれも避けるように。

ヒント３：飲むときは食べながら　　～栄養のバランスをとるお酒のおつまみ～

材料（２人分）

グリーンアスパラガス １２０ｇ

豚肉（薄切り） １４０ｇ

　　塩・こしょう 少々

Ａ　卵 １／２個

　　片栗粉 大さじ１

サラダ油 小さじ１

しょうが（みじん切り） ８ｇ

にんにく（みじん切り） ８ｇ

　　しょうゆ 大さじ１

Ｂ　みりん 大さじ１

　　酒 大さじ１

～お酒のおつまみにいかがですか～
グリーンアスパラガスと豚肉の炒め物

良質のたんぱく質とビ
タミンを

　肝機能をよくするた
んぱく質とビタミン
Ａ、Ｂ郡、Ｅを多く含む
食品を材料にしたつま
みを選ぶ（うなぎ・イワ
シ・豚肉・レバーなど）

ビタミンＢ１の補給を
忘れずに

　アルコールを摂取す
るとビタミンＢ１が消
耗するので、おつまみ
で補給する（枝豆・豆腐
などの大豆製品）

低脂肪、低エネルギー
のものを

　野菜や海藻などの食
材を積極的に活用する

味付けはうす味のもの
を

　濃い味付けは塩分を
とりすぎるだけでなく、
のどが渇いて酒量が進
みやすい。薄味でお酒
の味を引き立てよう

作り方
①グリーンアスパラガスは硬い部分は皮をむいて斜めに切る。
②豚肉は一口大に切ってＡを加え、
　ほぐすように混ぜ合わせる。
③フライパンにサラダ油を入れ
て、しょうが、ニンニクを炒
め、豚肉を加えほぐしなが
ら炒める。

④③の中にグリーンアスパ
ラガスを加えて炒める。

⑤④の中にＢの調味料を加
えて汁がなくなるまで炒
める。

⑥⑤の味をみて器に盛る。
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■請求期限が２年延長され、平成２５年３月３１日までとなりました。

内閣総理大臣名の書状を贈呈します内閣総理大臣名の書状を贈呈します内閣総理大臣名の書状を贈呈します

　先の大戦において、外地等（事変地の区域または戦地の区域）に派遣され、戦時衛生勤務に従
事された、旧日本赤十字社救護看護婦及び旧陸海軍従軍看護師の方（慰労給付金受給者は除
く）に対して、その御労苦に報いるため内閣総理大臣名の書状を贈呈しております。
　詳しくは下記のお問い合わせ先までご連絡ください。

〒１００－８９２６　東京都千代田区霞が関２－１－２
総務省大臣官房総務課管理室　業務担当
　　　　　　　　☎ ０３－５２５３－５１８２（直通）
　　　　　　ＦＡＸ ０３－５２５３－５１９０

　 問い合わせ先

◆ ご本人またはご家族などからのご連絡をお待ちしております。



　奈半利中学校、毎年恒例の『夏
の陣』が本年度見送ることとなり
ました。
　『夏の陣』開催について、昨年度
末より各学年で実施にむけて何
度も話し合い、検討してきました
が、5月19日（木）生徒総会、6月
12日（日）三者会での話し合いを
経て、本年度『夏の陣』の見送りが決定いたしました。
　理由は、去年、過重負担になった人や今年部活動に
専念したい人がたくさんいることなど、みんなが同じ
方向を向いて『夏の陣』を行うことができないという意
見が多数出たので、今年度は見送りたいと思います。
また、『夏の陣』は見送ることとなりましたが、そのぶん
体育大会や文化活動発表会など、みんなで協力して成
功させたいと思います。

生徒会会長：坂本　龍成

　『夏の陣』の検討会初めのころ
は、みんな自分のことを優先にし
た意見や無責任な発言ばかりで、
なかなか意見がまとまりません
でした。しかし3年生になってか
らは、クラスのことを考えた発言
が増えました。その検討会を踏ま
えて、3年生は『夏の陣』の開催を
見送ることにしました。理由としては、部活に専念した
い人、去年の『夏の陣』では赤字が出たこと、試作や学
年の集いに来なかった人、検便をしなかった人等がい
て過重負担になった人がたくさんいたからです。
　僕たち3年生は、これから授業や2学期の行事であ
る体育大会や文化活動発表会や部活動に力を注ぎた
いと思います。そして3年生31人全員最後まで、希望
の実現にむけて「協力」「団結」「笑顔」を大切にしながら
日々取り組んでいきたいと思います。

生徒代表：西野　太貴

　長年続いてきた『夏の陣』ですが、生徒たちがみんなで考え、
話し合ってきた結果見送りとなりました。保護者をはじめ、地域
の方の協力もあり『夏の陣』を続けることができ、お礼とお詫び
を込めてご報告をさせていただきます。今後も奈半利中学校を
あたたかく見守っていただきたいと思います。

奈半利中学校部活日記
球部

安芸地区中学校
夏期体育大会開催!!
　安芸市・室戸市を会場に、６月３日
（金）・４日（土）と２日間、安芸地区中学校
夏期体育大会が開催されました。３年生
にとって、負ければ引退という大会で、奈
半利中学校からは、野球部・バスケット
ボール部・卓球部が県大会出場をかけ、
チーム一丸となり３年間練習してきた成
果を出しきりました。特に野球部は、エー
ス西野の４連投で、打線もその力投にこ
たえ栄えある準優勝に輝き、県体出場の
切符を勝ち取りました。
　バスケット部、卓球部も善戦及ばず次
の通りの結果となりました。今大会の結
果となりましたが、精いっぱい３年間練
習に取り組んできました。この部活に取
り組んできた３年間を糧に、残りわずか
な中学生活、今後の人生に活かしていき
ます。保護者、地域の皆様応援ありがと
うございました。

野野 球部卓卓スケット部ババ

Vol.8

6
 4

SAT

6
 3 

FRI

だより中学校だより

Vol.85
19

THU

6
12

SUN

生徒総会 三者会

奈半利中学校奈半利中学校
『夏の陣』見送り!!『夏の陣』見送り!!
奈半利中学校
『夏の陣』見送り!!

野球部

１回戦 対清水ヶ丘中 ２－０ ○
２回戦 対甲浦中 ７－０ ○
準決勝 対安田中 ４－３ ○
決　勝 対市立安芸中 ０－４ ●

バスケットボール部

予選トーナメント
１回戦 対室戸中 ３１－６０ ●

卓球部

団体戦　予選リーグ
・市立安芸中 ●
・室戸中 ●
・佐喜浜中 ●
・田野中 ○

個人戦
・猪野　暉 ３回戦
・中川健太郎 ２回戦
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至高知

奈
半
利
川
橋

奈半利駅

土佐日記
「那波の泊」の碑

至
室
戸

奈半利浜辺
神社前公園

八
幡
宮

奈半利町港まつり
（会場：奈半利緑地公園）

高知駅　　　　　　 分

高知駅　　　　　　 分

ごめん・なはり線

車

◉宣伝パレード
◉祈 願 祭
◉シーカヤック競争大会

◉花 火 大 会

◉船舶パレード

◉宣伝パレード
◉祈 願 祭
◉シーカヤック競争大会

午前10時15分から

午後1時30分から  奈半利町漁協

2人乗りシーカヤックでリレー競争。トーナメント方式。

大漁旗を掲げた船に乗って、海から奈半利町を見てみませんか？

募集定員

参加資格

参 加  費

申 込 先

申込期間

先着20チーム（1チーム4人）

☎0887-32-1288
なはり観光文化協会 シーカヤック競争参加受付係

平成23年 8月10日㈬まで

集合場所

時  　　間

問合わせ先

奈半利港

午後4時30分～ 船舶パレード開始

☎0887-38-4402
奈半利町漁業協同組合（船舶パレード係）

※子供が乗る場合には親の同伴が必要です
※先着 40名（申込みはお早めに！！）

午後2時から  奈半利港（奈半利緑地公園前）

午後4時30分から  奈半利港

主催/奈半利町港まつり執行委員会

※天気等の都合により運行休止になる場合もございますので、必ず事前にご予約下さい。

☎0887-38-6500

［乗船・下船］ 奈半利町漁協荷捌所
［定　　員］11名
［巡航時間］往復40分
［特別料金］大人／600円・小人／400円
［時　　間］休日／10:00 ・12:30 ・13:30
　　　  　　  平日／10:00 ・12:30（要予約）

奈半利観光案内所（サンゴ係）

当日も運航しています！！当日は、駐車場が少ないため大変混雑しますので、
できるだけ公共交通機関（「ごめん・なはり線」や「東
部交通バス」等）のご利用をお願いします。

◉花 火 大 会

交通のご案内

◉船舶パレード

午後8時から  奈半利緑地公園

第48回 奈半利町第48回 奈半利町第48回 奈半利町

※雨天の場合　翌日

※ 泳ぐことができ、健康な方。
※ 15歳未満の方は父兄の同意が必要です。
〈小学生の部〉  500円
〈一般の部〉1,500円

1位から3
位

を用意して
います！！

には

お
願
い

〈小学生の部〉小学4年生以上
〈一般の部〉中学生以上
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